


有明海総合研究プロジェクト

プロジェクト長　荒牧　軍治

平成16年度に学長裁量経費の支援を受けて取り組みを開始し，平成17年度から文部科学省の教育研

究特別経費の支援を得て現在の研究体制で研究を継続して３年が経過しました。長崎大学が文部科学

省科学研究費補助金（基盤研究（S）を得て平成13年度から開始した実施した「有明海の環境変化が

漁業資源に及ぼす影響に関する総合研究」は大きな成果を挙げて平成17年度に終了しましたし，九州

大学の楠田先生をリーダーに，熊本大学，佐賀大学低平地研究センターが参加して平成17年度にスタ

ートした文部科学省科学技術振興調整費「有明海生物生息環境の俯瞰型再生と実証試験」研究プロジ

ェクトは，平成19年度で３年間の基本研究機関を終えて，実証試験のモニタリングを残すだけになっ

ています。各大学で研究者個人が有明海を対象に研究を行っておられますが，大学におけるプロジェ

クト型の研究は佐賀大学の有明海総合研究プロジェクトを残すだけとなりました。

これまでに多くの行政機関，研究機関，研究者によって取り組まれた調査研究によって，有明海の

海象，陸域からの影響，漁業生産の実態等について，定性的にはほぼ理解されてきたと考えて良いと

思います。また，2000年度の海苔の色落ち被害以降における各種機関，研究者の精力的な調査研究に

よって，現在の有明海の状況は定量的にもほぼ把握できていると言えます。しかし各事象間の関連は

必ずしも定量的に理解されているとは言えませんし，時間軸を過去に遡って議論するには決定的にデ

ータが不足していると言わざるを得ません。また，漁民の方々や地域の皆様からは「調査研究ばかり

ではなく再生策の提案を」との要望が強く出ています。

我々は，●有明海関連する陸域，海域で起こる諸事象を定量的に把握する，●事象間の関連づけを

定量的に行い低次生態系を含む有明海モデルを作成する，●有明海モデルを用いて過去と現在の事象

変化を推定するとともに，未来に向けて再生策を提案する，ことを目的として研究プロジェクトを立

ち上げました。多くの方々及び研究プロジェクトの成果により第１段階はほぼクリアでき，第２段階

に入っていると考えています。第２，第３段階を残りの２年間で，我々の努力だけで一気に仕上げる

ことができるとはとても思えません。しかし，最大限に努力し，次の研究に引き継ぐ必要があります。

有明海特措法は，現在継続審議中で成立の見通しはたっていませんが，委員会構成に関するが対立

が原因で，有明海特措法を継続するべきであるという点では与野党が一致しています。新たな有明海

特措法の下でどのように調査研究を実施すべきか，有明海総合研究プロジェクトのメンバーも参加し

てマスタープランの原案づくりを行っています。佐賀大学もマスタープラン及びロードマップに沿っ

た新たな有明海研究体制を構築する時期に来ていると言えるかもしれません。
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１－１　有明海総合研究プロジェクトを取り巻く状況

有明海の状況

最近４年間，有明海の海苔の生産は奇跡的とも言える偶然が重なって豊作が続いています。しかも，

他産地が高温障害等で十分な量の生産を挙げられていないため，単価も高止まりで推移しており，海

苔だけを考えると，有明海は安定した状況にあります。しかし，平成17年度の大規模な貧酸素水塊の

発生に続き，平成18年度は海の殺し屋と呼ばれる「シャトネラ赤潮」が大発生して，アサリ，カキ，

サルボウ等の養殖に大きな被害を与えました。特にサルボウ貝の被害は甚大で，有明海水産振興セン

ターの調査によると，東与賀町地先から鹿島市地先にかけた20地点におけるモガイの斃死率は六角川

河口域で１～３割，白石町地先で９～10割，鹿島市地先で３～７割となっており，全体的には，ほぼ

半数のモガイが斃死したものと思われています。どうやら有明海の海象異常，有明海異変は，海苔の

色落ち被害から貧酸素水塊の大規模発生，有害赤潮シャトネラの大量発生に焦点が移ってきた感があ

りますが，海苔の豊作がある種の偶然によるものであることを考えると海苔養殖も安心できる状況で

はありません。

海苔養殖に関しては新しい動きがありました。有明海苔のブランド化に向けた取り組みです。昨年

12月，「佐賀海苔　有明海一番」と名付けられ10枚入り5,000円（消費税別）の海苔が店頭に並びまし

た。秋芽一番海苔３億枚強から選ばれた36万枚（0.12%）にだけ許された名称で，漁協における入札

で，15.59円の秋芽海苔全体の平均単価に対して，「佐賀海苔　有明海一番」は193.80円（高値300

円／１枚，安値109円／１枚）12.4倍ものご祝儀相場をつけました。2000年冬に大規模な色落ち被害

を発生させた海苔養殖は，この４年間は豊作が続いています。しかし，豊作が続くとどうしても入札

単価が下がってきます。「佐賀海苔」のブランド化は佐賀海苔が生き残っていくための避けて通れない

道かもしれません。

宙に浮いた有明海特措法

有明海総合研究プロジェクトは，「有明海及び八代海を再生するための特別措置に関する法律」（有

明海特措法）に従って文部科学省が実施する調査研究の一つと位置づけられています。その有明海特

措法が現在，宙に浮いたままになっています。有明海特措法は，特別措置法ですから永久に継続する

ことを念頭に置いて作られたものではありませんが，特に明確に期限を設けてある法律でもありませ

ん。しかし，有明海・八代海に関連した国の諸機関及び地方自治体が実施する調査研究，再生に向け

た取り組みを評価する組織「有明海・八代海総合調査評価委員会」の任務を５年後に見直すことにし

ているため，法の継続のためには国会審議が必要となります。ところが，委員会委員を国会承認にす

るか否かで自民党と民主党の折り合いがつかず，継続審議になったままで成立の見通しが立っていま

せん。有明海特措法の必要性は与野党とも十分に認識していて，委員会の構成だけが対立点ですから，

有明海総合研究プロジェクトの予算獲得に影響があるとは思えませんが，少々気になる事態ではあり

ます。

有明海調査研究マスタープラン作成

有明海特措法に基づき環境省に設置された有明海・八代海総合調査評価委員会は平成18年12月に有

明海に関するこれまでの取組を評価した最終報告書を提出しました。その最終章「再生への取り組み」
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において，今後各機関が取り組む調査研究の方向性とその道筋を示すマスタープランを策定すること

を提言しています。提言を受けて環境省がマスタープラン原案の策定作業を全国公募した結果，独立

行政法人水産総合センター西海区水産研究所，特定非営利活動法人有明海再生機構，いであ株式会社

が共同で受注しました。３者で事務局及び外部委員も含めた３つの調査部会を設置してマスタープラ

ンづくりの作業に入りました。佐賀大学有明海総合研究プロジェクトのメンバーも有明海再生機構の

構成員として重要なポジションを占め連日膨大な作業をこなしています。まず国，地方自治体，大学

等の諸機関でこれまでに実施されてきた調査研究の成果と今後の調査研究計画に関するアンケート調

査を行い，それを分析して有明海に関する調査研究の成果と今後の方向性を整理します。また，今後

諸機関が行う調査研究の中で重なっているもの，調整した方が効率的だと考えるものをリストアップ

するとともに，諸機関が計画している調査研究に欠けていて「調査研究すべき課題」を洗い出します。

さらに，今後の調査研究をどのような日程で実施するべきかを示すロードマップを策定するまでが任

務です。

これまでの調査研究成果全体を把握し，今後の方向性を示す作業は，膨大な時間と集中力を必要と

します。さらに，委員間で異なる意見，方向性を調整し，一つの案にまとめ上げるには，相当な調整

力が必要とされます。有明海総合研究プロジェクトの若手教員２名が３つの部会の内の２つの部会の

リーダーを務めています。皆が長期休暇を楽しんでいる年末年始の時期に作業に忙殺されている彼ら

の姿を見ると，環境省からの作業受注を画策した者としては内心忸怩たる思いに駆られます。我々が

取り組む地域環境問題は，研究者だけが単独で研究しても大きな成果は得られません。研究者，行政，

市民全体で調査研究成果を共有し，目指すべき方向性を一つに纏めたときにやっと成果が得られます。

地球環境，地域環境問題に取り組んでいこうとしている若い研究者達にとっては，貴重な経験なのだ

と納得して，許して貰うことにしましょう。

（文責　荒牧　軍治）
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１－２　組織（平成20年３月31日現在）

プロジェクト長　　荒牧　軍治

副プロジェクト長　　瀬口　昌洋

副プロジェクト長　　大串浩一郎

環境物質動態研究部門

部門長・講師　　　　　　山本　浩一

准教授（兼） 原田　浩幸

講師（研究機関研究員） 吉野　健児

干潟底質環境研究部門

部門長・教授（兼） 田端　正明

教授（兼） 瀬口　昌洋

環境モデル研究部門

部門長・准教授　　　　　速水　祐一

講師　　　　　　　　　　濱田　孝治

准教授（兼） 大串浩一郎

講師（研究機関研究員） 加　　玲美（～平成19年９月）

講師（研究機関研究員） 山口　創一（平成19年４月～）

微生物相研究部門

部門長・教授（兼） 加藤富民雄（～平成19年９月）

部門長・教授（兼） 神田　康三（平成19年10月～）

准教授　　　　　　　　　小林　元太

講師（研究機関研究員） 田代　幸寛

食水系感染症研究部門

部門長・教授（兼） 中島　幹夫

准教授　　　　　　　　大石　浩隆

地域文化・経済研究部門

部門長・教授（兼） 山下　宗利

教授（兼） 武田　　淳

事　務　組　織

学術研究協力部研究協力課　事 務 員　久富真理子

有明海総合研究プロジェクト　事務補佐　北方　常視

事務補佐　福岡　珠美

事務補佐　高木　寛子
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１－３　研究者要覧

環境物質動態研究部門

氏　　　名　　山本　浩一（Yamamoto Koichi）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・講師
学　　　位　　平成14年３月　北海道大学　博士（工学）
電　　　話　　0952-28-8498
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8498
Ｅ - m a i l sediment@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　環境工学
所 属 学 会　　１．日本水環境学会　２．土木学会　３．日本海洋学会，

４．水文・水資源学会　５．日本陸水学会　６．日本地下水学会
研究テーマ　　１．有明海に流入するノンポイント汚濁負荷に関する研究

２．有明海における底質の広域分布特性に関する研究
３．水中懸濁物質の凝集・沈降・再懸濁に関する研究

氏　　　名　　原田　浩幸（Harada Hiroyuki）
所属・職名　　理工学部　機能物質化学科・准教授
学　　　位　　平成２年３月　熊本大学　学術博士
電　　　話　　0952-28-8156
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8156
Ｅ - m a i l eisei@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　環境工学
所 属 学 会　　１．日本水環境学会　２．土木学会　３．化学工学会　４．廃棄物学会

５．環境技術学会　６．日本下水道協会　７．IWA
研究テーマ　　１．農業排水の処理と水路に堆積した底泥の改善に関する研究

２．有明海底質からの細胞外ポリマー分析と評価に関する研究

氏　　　名　　吉野　健児（Yoshino Kenji）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・講師（研究機関研究員）
学　　　位　　平成14年３月　北海道大学　博士（水産科学）
電　　　話　　0952-28-8498
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8498
Ｅ - m a i l c1894@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　動物生態学・行動生態学
所 属 学 会　　１．日本動物行動学会　２．日本甲殻類学会　３．日本ベントス学会
研究テーマ　　有明海湾奥部のベントス群集

干潟底質環境研究部門

氏　　　名　　田端　正明（Tabata Masaaki）
所属・職名　　理工学部・教授
学　　　位　　名古屋大学　理学博士
電　　　話　　0952-28-8560
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8560
Ｅ - m a i l tabatam@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　分析化学，環境分析化学，溶液化学，錯体化学
所 属 学 会　　１．日本分析化学会　２．日本化学会　３．錯体化学会　４．アメリカ化学会
研究テーマ　　１．超微量分析の科学―生体と環境―

２．混合溶媒のミクロ構造と分離分析
３．ポルフィリンの分析化学
４．有明海における微量元素の干潟及び生物濃縮
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５．底泥撹拌による色落ち海苔の回復
６．シンクロトンを用いた非破壊超微量分析

氏　　　名　　瀬口　昌洋（Seguchi Masahiro）
所属・職名　　農学部・教授
学　　　位　　昭和56年3月　九州大学　農学博士
電　　　話　　0952-28-8760
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8709
Ｅ - m a i l seguchim@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　浅海干潟環境学
所 属 学 会　　１．農業農村工学会　２．土木学会　３．日本水産工学会

４．日本海洋学会沿岸海洋研究部会
研究テーマ　　１．浅海干潟域の環境と物質循環に関する研究

２．貧酸素水塊の発生と防止に関する研究
３．地球観測衛星による流域の植生分布と水循環過程の解析に関する研究

環境モデル研究部門

氏　　　名　　速水　祐一（Hayami Yuichi）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・准教授
学　　　位　　平成９年３月　京都大学　博士（農学）
電　　　話　　0952-28-8499
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8499
Ｅ - m a i l hayami@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　陸水学・沿岸海洋学
所 属 学 会　　１．日本陸水学会　２．日本海洋学会　３．水産海洋学会　４．海洋気象学会

５．American Society of Limnology and Oceanography
６．Coastal and Estuarine Research Federation

研究テーマ　　１．沿岸海域・湖沼における流動と物質輸送に関する研究　
２．沿岸海域における低次生態系の動態に関する研究　

氏　　　名　　濱田　孝治（Hamada Takaharu）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・講師
学　　　位　　平成17年３月　九州大学　博士（工学）
電　　　話　　0952-28-8494
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8494
Ｅ - m a i l hamada@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　沿岸海洋環境学
所 属 学 会　　１．日本船舶海洋工学会　２．日本海洋学会　３．土木学会
研究テーマ　　１．有明海における残差流の形成とその変動

２．数値モデルによる有明海の物質循環機構の解明
３．マルチスケール沿岸海洋数値モデルの開発

氏　　　名　　大串　浩一郎（Ohgushi Koichiro）
所属・職名　　理工学部・准教授
学　　　位　　平成４年４月　九州大学　博士（工学）
電　　　話　　0952-28-8686
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8699
Ｅ - m a i l ohgushik@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　水工水理学，リモートセンシング
所 属 学 会　　１．土木学会　２．国際水理研究協会　３．国際低平地研究協会

４．日本リモートセンシング学会　５．日本写真測量学会　
６．日本海洋学会



－ 6 －

研究テーマ　　１．水域の流れと物質拡散予測　
２．氾濫流シミュレーション　
３．衛星画像による水環境評価

氏　　　名　　加（槻木） 玲美（Kuwae-Tsugeki Narumi）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・講師（研究機関研究員）
学　　　位　　平成17年３月　京都大学　博士（理学）
電　　　話　　0952-28-8499
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8499
Ｅ - m a i l c1996@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　水界生態学
所 属 学 会　　１．日本生態学会　２．日本海洋学会　３．日本陸水学会　4．第四紀学会　

５．American Society of Limnology and Oceanography
研究テーマ　　１．沿岸域・湖沼の動植物プランクトン動態に関する研究　

２．干潟の底生微細藻類に関する研究　
３．湖沼・沿岸域を対象とした過去100年の動植物プランクトン動態の復元と
その変動要因の解明　

氏　　　名　　山口　創一（Yamaguchi Soichi）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・講師(研究機関研究員)
学　　　位　　平成19年３月　九州大学　博士（理学）
電　　　話　　0952-28-8499
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8499
Ｅ - m a i l d5550@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　沿岸海洋学
所 属 学 会　　１．日本海洋学会
研究テーマ　　１．有明海奥部における流れとその経年変化の評価

２．有明海奥部における出水後の低塩分水塊の挙動とその水質への影響の解明
３．数値モデルを用いた有明海湾奥部貧酸素水塊変動の再現に関する研究
４．諌早湾における貧酸素水塊形成機構に関する研究

微生物相研究部門

氏　　　名　　加藤　富民雄（Kato Fumio）
所属・職名　　農学部・教授
学　　　位　　昭和50年２月　九州大学　農学博士
電　　　話　　0952-28-8779
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8779
Ｅ - m a i l katof@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　応用微生物学
所 属 学 会　　１．日本農芸化学会　２．日本生物工学会　３．日本分子生物学会　

４．日本生化学会　５．日本醸造学会　
研究テーマ　　１．微生物の抗酸化作用　

２．Ⅱ型制限酵素に関する研究　
３．ノリ分解微生物の探索

氏　　　名　　神田　康三（Kanda Kohzo）
所属・職名　　農学部・教授
学　　　位　　昭和56年３月　九州大学　農学博士
電　　　話　　0952-28-8780
Ｆ　Ａ　Ｘ　　
Ｅ - m a i l kandak@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　応用微生物学
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所 属 学 会　　１．日本農芸化学会　２．日本応用動物昆虫学会　
研究テーマ　　１．有用微生物の分子育種法の開発　

２．バクテリオファージに関する研究
３．有害細菌に対する微生物学的防除法の開発

氏　　　名　　小林　元太（Kobayashi Genta）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・准教授
学　　　位　　平成12年９月　九州大学　博士（農学）
電　　　話　　0952-28-8496
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8496
Ｅ - m a i l gentak@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　微生物工学
所 属 学 会　　１．日本生物工学会　２．日本農芸化学会　３．日本乳酸菌学会　

４．化学工学会　５．高分子学会
研究テーマ　　１．有明海菌相解析　

２．Vibrio vulnificusの性状解析
３．有明海由来の有用微生物の分離
４．微生物によるバイオマス有効利用

氏　　　名　　田代　幸寛（Yukihiro Tashiro）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・講師（研究機関研究員）
学　　　位　　平成18年３月　九州大学　博士（農学）
電　　　話　　0952-28-8496
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8496
Ｅ - m a i l d3189@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　微生物工学
所 属 学 会　　１．日本生物工学会　２．日本農芸化学会　３．日本微生物生態学会
研究テーマ　　１．有明海菌相解析　

２．Vibrio vulnificusの微生物学的防除法

食水系感染症研究部門

氏　　　名　　中島　幹夫（Nakashima Mikio）
所属・職名　　医学部麻酔・蘇生学講座・教授
学　　　位　　平成３年10月　九州大学　博士（医学）
電　　　話
Ｆ　Ａ　Ｘ　　
Ｅ - m a i l mikio@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　麻酔・蘇生学，集中治療医学，救急医学
所 属 学 会　　１．日本麻酔科学会　２．日本集中治療医学会　３．日本救急医学会　

４．日本感染症学会
研究テーマ　　ビブリオ・バルニフィカス感染症の臨床的研究

氏　　　名　　大石　浩隆（Oishi Hirotaka）
所属・職名　　有明海総合研究プロジェクト・准教授
学　　　位　　平成９年３月　佐賀医科大学　博士（医学）
電　　　話　
Ｆ　Ａ　Ｘ　　
Ｅ - m a i l ooishih@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　麻酔・蘇生学，血管生理学
所 属 学 会　　１．日本麻酔科学会　２．日本集中治療医学会　３．日本感染症学会
研究テーマ　　ビブリオ・バルニフィカス感染症の基礎的研究
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地域文化・経済研究部門

氏　　　名　　武田　淳（Takeda Jun）
所属・職名　　農学部生物生産学科・地域資源学研究室・教授
学　　　位　　平成２年３月京都大学理学博士
電　　　話　　0952-28-8739
Ｅ - m a i l takedaj@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　生態人類学
所 属 学 会　　１．環日本海学会　２．生態人類学会　３．国際島嶼学会
研究テーマ　　１．干潟生態系における伝統的採捕技術と資源利用・維持・管理に関する研究

２．生物季節と伝統的風物誌：固有性・変異性・地方性の人類学的応用に関する研究
３．伝統的社会集団の生業維持機構と生存戦略に関する地域資源学的研究

氏　　　名　　山下　宗利（Yamashita Munetoshi）
所属・職名　　文化教育学部地域・生活文化講座・教授
学　　　位　　平成元年10月　筑波大学　理学博士
電　　　話　　0952-28-8230
Ｆ　Ａ　Ｘ　　0952-28-8219
Ｅ - m a i l yama@cc.saga-u.ac.jp
専 門 分 野　　人文地理学
所 属 学 会　　１．日本地理学会　２．人文地理学会　３．日本都市計画学会
研究テーマ　　１．有明海沿岸域の生業形態　

２．中心市街地の活性化　
３．都心部における空間利用の３次元構造

１－４　学内研究協力者

環境物質動態研究部門

氏　　　名　　古賀　勝喜
所属・職名　 理工学部都市工学科・講師
電　　　話　　0952-28-8694
Ｅ - m a i l kogaka@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　 干潟における測量技術に関する研究

干潟底質環境研究部門

氏　　　名　　郡山　益実
所属・職名　 農学部・助教
電　　　話　　0952-28-8762
Ｅ - m a i l kooriyama@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　 １．浅海干潟域底泥の窒素循環に関する研究　

２．貧酸素水塊の発生と防止に関する研究
３．地球観測衛星による流域の植生分布と水循環過程の解析に関する研究　

氏　　　名　　原口　智和
所属・職名　　農学部・助教
電　　　話　　0952-28-8756
Ｅ - m a i l tomh@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　　覆砂による底質改善効果の持続性
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環境モデル研究部門

氏　　　名　　平川　隆一
所属・職名　　理工学部・助教
電　　　話　　0952-28-8847
Ｅ - m a i l hirakawa@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　　有明海流入感潮河川域における流動構造と土砂の輸送に関する研究

微生物相研究部門

氏　　　名　　柳田　晃良
所属・職名　　農学部・教授
電　　　話
Ｅ - m a i l
研究テーマ　　有明海生物からの機能性物質の検索と栄養生理機能の解析

氏　　　名　　兒玉　浩明
所属・職名　　理工学部・准教授
電　　　話
Ｅ - m a i l
研究テーマ　　有明海生物からの生理活性物質の検索と機能構造

食水系感染症研究部門

氏　　　名　　三溝　慎次（代表），荒木　和邦，前田　祥範，冨田　由紀子
所属・職名　 医学部附属病院集中治療部・副部長
電　　　話
Ｅ - m a i l mitsumiz@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　 ビブリオ・バルニフィカス感染症の治療

氏　　　名　　永沢　善三（代表），草場　耕二，於保　恵，中島　由佳里，坂口　美和
所属・職名　 医学部附属病院検査部　感染制御室・副主任検査技師長
電　　　話
Ｅ - m a i l nagasaz@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　 ビブリオ・バルニフィカス菌に関する基礎医学的研究

地域文化・経済研究部門

氏　　　名　　樫澤　秀木
所属・職名　 経済学部法政策講座・教授
電　　　話　　0952-28-8421
Ｅ - m a i l kashi@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　 有明海・諫早湾に関する総合的データベースの構築と新しい社会的決定システムに

関する研究

氏　　　名　　五十嵐　勉
所属・職名　 農学部　生物環境科学科・准教授
電話　　　　　0952-28-8732
Ｅ - m a i l igarasht@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　　干拓地と干潟域における生業複合論と湿地のワイズ・ユース

氏　　　名　　藤永　豪
所属・職名　　文化教育学部・講師
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電　　　話　　0952-28-8384
Ｅ - m a i l fujinago@cc.saga-u.ac.jp
研究テーマ　　１．農山漁村における住民の環境利用と認識

２．農山漁村の生活誌

１－５　客員研究員

環境物質動態研究部門

氏　　　名　　山田　文彦
所属・職名　　熊本大学大学院　自然環境科学研究科・助教授
研究テーマ　　波浪・潮汐による干潟地形変動に関する研究

氏　　　名　　横山　勝英
所属・職名　 首都大学東京　都市環境学部・准教授
研究テーマ　 筑後川感潮河道の地形・底質変化に関する研究

環境モデル研究部門

氏　　　名　　大森　浩二
所属・職名　 愛媛大学　沿岸環境科学研究センター・助教授
研究テーマ　 炭素・窒素安定同位体比を用いた有明海における食物網解析

氏　　　名　　鶴田　芳昭
所属・職名　 株式会社東京建設コンサルタント　九州支店　技術第３部次長
研究テーマ　 有明海流入流域（陸域）からの流入負荷量等に関する研究

食水系感染症研究部門

氏　　　名　　石岡　憲昭，東端　晃，山崎　丘
所属・職名　 宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究本部　宇宙環境利用科学研究系・教授
研究テーマ　 ビブリオ・バルニフィカス発症ハイリスク者スクリーニング法の開発・改良

氏　　　名　　大重　賢治
所属・職名　　横浜市立大学医学部　予防医学講座　准教授
研究テーマ　　ビブリオ・バルニフィカス患者発生に関する疫学的研究
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平成19年度予算　108,665千円

○　特別教育研究経費

有明海総合研究（コア研究１，２，３）を実施する経費

人件費　　　63,265千円

物件費　　　37,400千円

プロジェクトの研究結果を取り纏め，成果を地域へ還元する経費

人件費　　　 350千円

物件費　　　 3,150千円

その他，プロジェクト遂行に必要な経費

物件費　　　 4,500千円

【注：研究遂行のために有明海総合研究プロジェクトに直接配分された分である。】
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３－１　プロジェクト研究方針

2005年度に新たに発足した本プロジェクトは，前年度の有明海総合研究プロジェクトを継承し，次
のように研究の基本方針を定めました。
１．有明海異変の解明と再生に向けた取り組み
２．有明海学の構築
有明海異変の解明の道筋を再度検討し直すとともに，佐賀大学が有する人材と得意分野を勘案して，

上記の基本方針を実現するために３つのコア研究を実施することとしました。

コア研究１　水圏環境系
有明海異変の原因を解明し，健全な水域生態系を維持あるいは再生するために，「陸域～干潟～沖合

域の物質循環機構の解明」という研究テーマに取り組んでいます。全６部門の半分である３分野が参
加する，もっとも大きなコア研究グループです。

コア研究２　生物科学系
佐賀大学の得意分野である微生物研究の手法を有明海研究に活かそうとするもので，これまで医学

部が精力的に取り組んできた「ビブリオ・バルニフィカス感染症の原因解明，予防及び治療法の確立」
と農学部生命機能科学科を中心とした「有明海における微生物の生態把握－有用微生物・生理活性物
質の発見－」の２研究部門で構成されています。

コア研究３　人文科学系
他大学では有明海問題に関する文化系研究者の参加はほとんど見られません。佐賀大学には文化教

育学部，経済学部，農学部，理工学部に分散して人文科学の視点で有明海問題に取り組みを進めてき
た研究者を多くいることから，一つの研究分野を設けることし，その研究目標を「自然との共生を目
指した干潟・浅海域における社会経済システムの構築と文化継承」としました。

図　プロジェクト研究の３つの柱
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３－２　研究概要

コア研究１

環境物質動態研究部門

環境物質動態研究部門では海域の栄養塩環境や懸濁物質濃度に影響を与える陸域・底質を中心とし
て懸濁物質をはじめとした物質の動態を解明することに重点をおいて研究を行っており，単独での研
究テーマのほか，底質細粒化・モデルパラメータ設定については環境モデル部門との共同研究を行っ
ている。下記に研究テーマと当該年度の成果を記す。

１．有明海における各種生物が生産する有機物の分画と懸濁物質凝集能力の解明
有明海では透明度の上昇と海水のCODの上昇が問題になっているが，本部門では海域の透明度お

よびCODの上昇の原因の一つが微細藻類等の微生物が生産する粘着性有機物であるEPS（細胞外ポ
リマー ; Extraceller Polymeric Substances)にあると仮定し，本研究ではその分画と底泥の粘性に与える
影響をレオロジーの観点から検討した。
真空凍結乾燥・遠心分離で現地底泥からコロイド態EPSを抽出し，全糖量をフェノール硫酸法，

ウロン酸量をカルバゾール硫酸法，タンパク量をLowry法によって測定した。有明海湾奥部白石干潟
の底泥からは糖，ウロン酸，タンパクの存在が確認された。松原ら（2004）の研究によれば有明海
底質中のタンパクは糖の３倍量であった。しかし本研究（真空凍結・遠心分離法）で抽出されたコ
ロイド態EPSは糖の割合が高く，底質からは水溶性の糖が溶出しやすいことがわかった。模擬底質
（カオリン）を蒸留水中に懸濁させ，EPSと海水のCaイオンの影響を考慮するためにCaCl2添加の有無
によるずり速度とずり応力の関係を粘度計（D V-II+Pro）によって測定した。模擬底質はダイラタン
ト流体として整理することができた。カオリンはEPSとCaの相互作用により安定性が高まり，EPS濃
度の増加とともに安定化することがわかった。

２．有明海底泥における生物・化学的酸素消費速度の定量化および現地における酸素消費速度測定
本年度は予備実験を行った。セパラブルフラスコに底泥と海水を入れて，ヘッドスペースのC O2濃

度の増加量を測定した。その結果，粘土含有率の高い底泥についてC O2の発生量が高くなった。また，
微生物活性を抑制するために液体窒素処理したのち，酸素消費量を測定したが，処理系と非処理系
において明確な差が認められなかった。これらのことは粘土含有率が高いほど生物の酸素消費量
（CO2発生量）が増加するが，化学的な酸素消費の寄与無視できないことを示唆している。平成20年
度はこれらのことを踏まえて，定量的な検討を加えていく。

３．長期的な有明海湾奥部の生物環境の評価
湾奥部の潮下帯マクロベントス相の長期的な変動について1989年に湾奥部広域で採集されたデー

タと2006年のマクロベントスのデータを比較した。湾奥部のマクロベントスは個体数では二枚貝，
種数では多毛類が優占する生物相からなっており，この傾向は2006年でも同じであった。しかし甲
殻類を除くほとんどの分類群で個体数は1989年当時に比べ有意に減少しており，塩田川海底水道沿
いの西側泥質海域においてはバイオマスも低下傾向にあった。種数も減少しており，最低でも30種
は湾奥部から消失したと推定された。主要な種の分布においてもイヨスダレやヒメカノコアサリな
どかつて優占していた二枚貝は顕著にその分布域を減少させ，サルボウも分布域が減少傾向にあっ
た。湾奥部の生物環境は明らかに荒廃していることが示された。詳細はYoshino et al.（2007）にま
とめられている。

４．底生生物への貧酸素水塊の影響評価
３．におけるこのマクロベントス減少に対する貧酸素水塊の影響を評価するため，貧酸素発生前

の５月と発生後の８月のベントス群集構造をその間の底質の有機化や塩分の影響なども考慮して比
較した。調査の結果，貧酸素の前後で群集構造は有意に変化し，貧酸素発生後は，ヨコエビ類やか
つて湾奥部の広範囲に分布していたヒメカノコアサリなどの生物が減少し，堆積物食性二枚貝であ
るシズクガイやスピオ科多毛類のヨツバネスピオなどの比較的貧酸素耐性のある生物だけが生き残
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っていた。また塩分による影響はほとんどみられなかった。今回のような群集構造の変化は貧酸素
の影響を受けている海域特有にみられる生物の応答であり，夏季に発生する貧酸素は耐性のある一
部の種を除くベントスの生存を脅かし，湾奥部ベントス群集の長期的な変化にも少なからず影響を
与えていると考えられた。

５．有明海流域におけるノンポイント汚濁負荷流出量の評価
今年度は有明海流入河川（筑後川，菊池川）について出水時（７月および８月）において洪水時

の採水を行い，各態栄養塩濃度を測定して負荷量と流量の関係を得た。本明川を除く有明海流入一
級河川についての懸濁物質，各態栄養塩の流量－負荷量の関係がほぼ明らかになった（未発表）。さ
らに，ノンポイント汚濁負荷量を海域生態系モデルに入力する際には，その規模について何らかの
根拠が必要であるが，白川における濁度の長期連続モニタリングデータの解析から，一洪水のSS負
荷流出量はグンベル分布に従うことが明らかになった（山本・横山，2007）。有明海沿岸の農地か
ら流入する栄養塩負荷のうち，排水機場から負荷量を算出した。白石平野では４月～10月に５～10t
のDIP排出負荷が観測されたが，筑紫平野沿岸ではそれぞれの排水機場からの排水負荷は0.1t未満で
あり，排水量もそれぞれ10分の１程度であった。これは筑紫平野における大部分の排水はフラップ
ゲートなどの自然流下によっていることを示唆している。今後さらに解析を進めて，沿岸低平地か
らの妥当な排出負荷量について追求する予定である。
大気からの栄養塩負荷を観測するため，佐賀大学有明海総合研究プロジェクト有明海観測塔にお

ける雨水サンプリング・分析を行った。

６．筑後川感潮域における底泥の再懸濁・沈降の実態解明
筑後川感潮域において，最も底泥の堆積が盛んな断面における測量を毎月実施し，河床の復元過

程をあきらかにしたほか，底泥の再懸濁・沈降の実態の観測を2007年８月31日に筑後川感潮域
（14km地点）において行った。上げ潮に伴い全層のSS濃度が増加したが，満潮時には水柱内のSSは
河床に沈殿し，フルードマッドが形成された。沈降管法で測定した沈降速度はSS濃度の増加ととも
に沈降速度の増加が認められ，フロッキュレーションが起こっていることが確認された。
10000mg/L以上の高濃度領域では干渉沈降により沈降速度が減少した。

７．有明海における懸濁物質の凝集・沈降・再懸濁パラメータの同定および広域的推定
懸濁物質の数値シミュレーションに用いることを前提に有明海湾奥部において底質の限界せん断

応力のマッピングを行った。超音波流速計の係留観測によって限界せん断応力と底質の特性値の関
係を調べたところ，粘土含有率を用いることで様々な粒径の底質に対応する限界せん断応力の推定
式が得られた。完全に砂質になるところでは岩垣の限界掃流力の公式におおよそ適合した。完全に
泥質になる底質についてはベーンせん断強度を用いることにより限界せん断応力の推定式が得られ
た。底質の粘土含有率とベーンせん断強度の広域分布（2006年に測定）より，有明海湾奥の底質の
限界せん断応力の分布が推定された。

８．有明海奥部の底質細粒化の実態解明
湾奥部で近年底質の細粒化が起こったとみられる太良町沖合において佐賀県および環境モデル部

門と協力し，底質のコア採取を実施した。その結果，諫早湾口付近に下層にタイラギの貝殻が含ま
れた砂泥質を有し，軟弱な粘土が表層45cm程度堆積した地点を発見した。現在本底質コアの年代を
測定中であり，本海域において細粒化の起こった時期が明らかになると期待される。

９．有明海奥部における泥質海岸の地形変動速度の解明
前年度，音響測深による地形変動速度算出を試みたが，鉛直精度が十分ではなかった。そこで

ADCPの長期係留（環境モデル部門との共同観測）によって泥質海岸の地形変動速度を観測した。海
岸から4.52kmの距離にある白石町沖合の観測点（Sx2）では平均約330 kg m-1 d-1の懸濁物質が岸方向
に輸送されると観測された。年間では120 t m-1の懸濁物質が岸側に輸送されることになる。これは
Sx2地点よりも岸側の測線上で平均26.5kg m-2 y-1の懸濁物質の堆積速度に相当する。現地底質の表層
１cmでの乾燥密度は250～350 kg m-3 程度であり，年間7.5～10.5cmの懸濁物質の堆積速度であるこ
とに相当する。ただし，現地では圧密が進行するから，実際にはこの堆積厚以下になる。
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干潟底質環境研究部門

本研究部門では，有明海干潟域の水質および底質の環境特性を明らかにし，環境保全あるいは環境修
復の指針を得ることを目標としている。平成19年度の具体的な研究目的と研究内容は，次の通りである。

１．有明海海水及び底泥における金属の濃縮と分布に関する底泥環境の影響
有明海海水中の鉄は有害プランクトンであるシャトネラの赤潮の発生を促進し，魚介類の斃死な

ど，漁業に大きな被害を与えていると考えられている。特に，底泥から溶出した鉄の供給がこのシ
ャネトラ増殖を促進していると報告されている。底層では，貧酸素化すると鉄が溶出しやすいと言
われているが，これまで有明海において海水中の鉄の分布を連続的に測定した例はなく，上記の説
は検証されていない。本年度は，昨年度夏季に採取した塩田川沖水道に沿った７地点で深度を変え
て（２層～５層）海水の深度別に海水中の，ろ過していない不溶性の全鉄の濃度を測定した。その
結果，ろ過した溶存鉄とは異なった濃度分布を示した。降雨後の晴天時に高濃度が観測された。表
層では沿岸部に，深いところでは沖合に高濃度の鉄が観測された。珪藻プランクトンのデータがま
だ出ていないので十分な議論はできないが，降雨後の晴天時に珪藻プランクトンが発生し，鉄は取
り込まれ，それが次第に底に沈殿してきたと考えられる。
以上の結果より，夏季の有明海湾奥部の溶存鉄濃度分布の変動は，溶解性の鉄は出水に伴った陸

起源の影響を受け，不溶性鉄は降雨後の晴天の影響が大きいとことが明らかになった。
貧酸素水塊の形成が鉄の溶出を促進させるという明確な結果は得られなかったが，沖合いに底に

高濃度の鉄が不溶性の形で存在している。平成19年度は８月から毎月，海水と底泥を採取し，金属
イオンの分析を行っている。海水中の不溶解性の鉄の濃度は10月，11月の高濃度あった。

２．有明海奥部西岸域における貧酸素水塊の発生機構について
有明海奥部西岸域の22地点でDoPa型多項目計測装置を用いて，７月～９月の夏季に海底付近の流

速，D O，塩分等の現地連続観測を行った。また，その間，２回にわたり船上から電磁流速計や多項
目水質計を用いて，流速，D O，塩分の鉛直プロフィルを２測線（横断及び縦断方向）に沿って測定
し，貧酸素水塊の発生時及び非発生時における密度構造を観測した。さらに，DoPa型多項目計測装
置を設置した２地点で，ほぼ１周期にわたり流速，塩分，クロロフィル-aの鉛直プロフィルの経時
変化を測定すると同時に，２地点で底泥と深さ50cm毎の海水を採取し，間隙水や海水の水質分析を
行った。一方，過去29年間の浅海定線調査データ（奥部西岸域）に２層ボックスモデルを適用し，
移流速度，密度成層強度，表層と底層間の鉛直拡散係数及び底層の酸素消費速度の各月平年値を算
定した。最後に，これらの観測，分析及び解析の結果に基づいて，奥部西岸域における貧酸素水塊
の発生機構について検討，考察した。その結果，明らかとなった主な点を要約すると，次のように
なる。
⑴　現地観測データに基づき構築した２層ボックスモデルによる解析より，奥部西岸域の貧酸素
水塊の発生に大きく影響を及ぼすと考えられる表層と底層の鉛直及び水平方向の移流速度，表
層と底層間の鉛直拡散係数，底層での酸素消費速度の各月平年値が定量的に評価された。これ
らの結果より，密度成層度の大きくなる夏季において，鉛直移流速度や鉛直拡散係数は大きく
低下し，また底層での酸素消費速度は大きく増加することが定量的に示された。さらに，表層
と底層間の鉛直拡散係数や底層の酸素消費速度は，同海域における実験値とほぼオーダー的に
等しかった。
⑵　２層ボックスモデルにより評価された表層と底層の鉛直及び水平方向の移流速度の各月平年
値より，奥部西岸域では，特に夏季において表層で南及び西方向の移流が，また底層で北及び
東方向の移流が卓越していることが示された。これらの結果より，奥部西岸域では夏季に，密
度成層化に伴うエスチャリー循環流の発生が推察された。
⑶　奥部西岸域の夏季における底層のD O濃度の時間変動に及ぼす各物理的及び生化学的過程のう
ち，鉛直拡散と生化学的酸素消費の過程の相対的寄与率が非常に大きかった。また，鉛直拡散
過程によるD O供給量は，底層への全D O供給量のうちの約80％を占めた。このことより，対象
海域の底層における貧酸素水塊の発生は，両過程に基づくD O収支のアンバランスに起因するも
のと推察された。
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３．有明海奥部干潟域における脱窒菌群の生息分布と底質環境について
まず有明海奥部干潟域における脱窒菌数の広域的な分布性と底質との関連性を明らかにするため

に，奥部干潟域の14地点において2006年６，８，11，12月及び2007年５月に底質を採取し，底質
中の脱窒菌数の計測と底質などの化学分析を行った。次いで，奥部の泥質干潟（東与賀海岸）にお
ける脱窒菌数の鉛直分布の季節推移と底質環境要因との関連性を明らかにするために，2006年１月
～2007年８月にわたり，各月２回底質を採取し，底質中の脱窒菌数の計測や脱窒速度の測定，さら
には底質及び間隙水の化学分析などを行った。なお，脱窒菌数の計測はM P N法で，また脱窒速度の
測定はアセチレンブロック法で行った。最後に，これらの測定及び分析の結果に基づいて，奥部干
潟域における脱窒菌群の生息分布と底質環境について検討，考察した。その結果，明らかとなった
主な点を要約すると，次のようになる。
⑴　奥部干潟域における底質表層の脱窒菌数は，最奥部の泥質干潟において多く，逆に東岸域や
西岸域の砂質及び砂泥質干潟において少なかった。特に夏季において，この傾向が著しかった。
⑵　底質中の脱窒菌数と含泥率との間には，非常に高い正の相関性が見られた。これは，含泥率
が底質中のEhの分布に直接的に影響することや含泥率の増加に伴い，Org-CやOrg-N（有機物量）
が増大することに起因するものと推察された。
⑶　泥質干潟の底質中のEhプロファイルは，季節推移に伴い大きく変化した。このEhプロファイ
ルの変化に伴い，底質中の脱窒菌数も大きく変動した。特に表層付近にRPD層が形成される夏
季において，その近辺を中心に脱窒菌数は急増した。
⑷　泥質干潟における底質の脱窒活性は脱窒菌数の他に泥温，Eh，有機物量などの環境的要因や
干潟直上の海水及び底質間隙水中の基質（N O2

－，N O3
－）濃度によって大きく左右された。

４．佐賀県沖の覆砂施工地域における底質改良効果の持続性の検討
佐賀県は平成13年から15年にわたって９区画で覆砂を実施した。標準的な一区画の規模は，面積

100m×400m，厚さ0.28mである。平成17年，18年に引き続き，覆砂の持続性を検証するために，
平成19年９月に覆砂工区とその近辺の覆砂未工区で採土し，粒度分析とベントス量の調査をおこな
った。その結果，地点によりその効果が十分持続していると考えられる場所とそうでない場所あっ
た。また，調査した６地点のうち２地点ではサルボウ，コケガラスガイ等の二枚貝類が多く生息し
ていたが，ベントスが非常に少ない地点もあった。平成17年からの調査により，覆砂工区の粒度分
布は変化し続けていることが分かっており，今後，底質の物理環境（粒径分布）の変化とベントス
生息の関係を継続して調査・検証する必要がある。

環境モデル研究部門

本研究部門では，有明海における近年の環境異変の原因について，現地観測・データ解析にもとづ
いて仮説を提示し，数値シミュレーションを用いて仮説を検証することを目指している。2007年に得
られた主な成果は以下の通りである。

１）諫早湾から有明海奥部への懸濁物輸送
有明海中部から奥部および諫早湾を対象に現地調査をおこない，諫早湾内で内部潮汐によって再

懸濁した底泥が湾外に流出し，その後，塩田川沖海底谷に沿って湾奥西部底層に輸送されることを
明らかにした。連続観測データから，このような諫早湾内での底泥再懸濁は夏季の成層期に定常的
に生じていると推定された。諫早湾内では1997年から98年にかけて赤潮発生日数が急増し，現在も
高いレベルが続いている。現在，湾内には植物プランクトン由来の有機物を大量に含んだ底泥が堆
積していることが知られている。したがって，諫早湾から湾奥西部に輸送される有機懸濁物は1998
年以降増加し，現在も高いレベルにあると推定された。

２）夏季の有明海における大潮小潮周期の底層貫入
有明海奥部および諫早湾では，夏季を中心に貧酸素水塊が形成される。これらの貧酸素水塊は，

出水の影響が小さい場合には大潮小潮周期で発達，解消を繰り返すという特性を持つ。こうした変
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動は小潮時に生じる高塩分水の底層貫入による。係留観測と合わせて有明海の湾奥から湾口までの
縦断線に沿って繰り返しCTD観測をおこなうと共に，数値計算によって，こうした底層貫入のメカ
ニズムについて検討した。その結果，エスチャリープリュームの底部フロントの位置が大潮小潮周
期で変動することが，こうした底層貫入を引き起こしていることが明らかになった。

３）有明海奥部河川起源の淡水プリュームの諫早湾への到達速度について
筑後川からの出水は有明海奥部における貧酸素水塊形成に大きな影響を与える。しかし，出水に

より形成される河川プリュームの挙動についてはいまだ不明な点が多い。そこで本研究では，出水
後淡水塊が諫早湾に到達するまでの時間に注目し，それが何に支配されているのかを数値モデルに
よって考察した。まず2005年７月の出水の再現計算により，出水後の河川プリュームの挙動をよく
再現していることを確認した。つぎに，出水のピークのタイミングや風向を変化させたシリーズ計
算を行い，（a）大潮・小潮間では，淡水塊の形状や１潮汐内での運動が大きく異なるにもかかわら
ず到達時間はほとんど変わらないこと，（b）出水と満潮・干潮のタイミングも到達時間に大きな影
響を及ぼさないこと（c）風向きによって１日程度到達時間が変化することなどを示した。

４）懸濁物輸送モデルの開発
有明海奥部の環境異変には，底質の細粒化・有機化が密接に関わっていると考えられている。そ

こで現在，FVCOMをベースとした有明海懸濁物輸送モデルを構築し，懸濁物の収支を明らかにする
ことを試みている。2006年夏に行われた大規模調査では，主に筑後川から供給された懸濁物が河川
プリュームの発達に伴い有明海奥部全域に広がりながら，沈降により表層から失われていく過程が
捉えられていた。そこで，その際のSS-塩分の相関関係を元に，物質収支の立場から懸濁物の沈降速
度W_sの推定を行い，その値が山本によるW_sの直接観測結果とおよそ一致していることを示した。
また，数値モデルFVCOMの開発者であるChen, Cowles （UMASSD）のもとに滞在し，モデルについ
ての詳細な情報を得て懸濁物輸送モジュールの改良を行い，筑後川等から供給される懸濁物輸送の
再現を行った。

５）有明海奥部における流れとその経年変化の評価
有明海奥部の早津江川河口沖に設置されていた佐賀大学海象観測塔で1975年から計測された流向

流速に関する資料を解析し，流れの特徴およびその経年変化を評価した。その結果，冬季に行なわ
れるノリ養殖の影響により流速が大きく低下することが分かった。また1985年から1997年にかけて
の経年的な変化として，大潮時の最大流速の低下そして1995年頃を境にした流向の変化が検出され
た。現在，この原因を調査中でありさらに解析を進めている。

６）有明海奥部における出水後の低塩分水塊の挙動とその水質への影響の解明
福岡県海洋科学技術センター有明海研究所，佐賀県有明海水産振興センターにより長年にわたり

行なわれてきた浅海定線調査資料をその観測時の出水状況により整理し，河川出水時の物理環境お
よび水質の変化について調査した。出水時には湾奥全体において数日間の間に水温塩分場が大きく
変化し，栄養塩濃度分布も急変した。また，底層において貧酸素水塊の形成が確認された。

７）有明海流入河川・クリークなどからの陸域負荷の推定
緑川・白川・菊池川・筑後川を対象にGISを用いて流出モデル・汚濁負荷モデルを構築し，有明海

モデルへの境界条件として利用できる環境を整備した。また，河川感潮域や有明海に直接流出する
地域におけるクリークなどからの排出についても，モデル地区を定めてその水収支ならびに物質収
支を明らかにした。その結果，既存の原単位法では非灌漑期に対応していないことが分かった。

８）有明海奥部泥干潟における底棲微細藻類の季節変動
有明海奥部泥干潟における底棲微細藻類の種組成，生物量，炭素窒素安定同位体比等の季節変化

を明らかにし，影響するベントス量などと合わせてその原因について検討した。



－ 18 －

コア研究２

コア研究２分野では「有明海における海洋微生物の生態把握－有用微生物・生理活性物質の発見と
ビブリオ・バルニフィカス感染症対策」を対象として研究を行っている．

微生物相研究部門

研究目的）
有明海に特徴的に形成されている干潟域に生息する微生物群の挙動を把握し，その菌相解析を行う。

さらに有明海の主要産業のひとつである海苔養殖に深甚な被害をもたらすスミノリ病や重篤な感染症
であるVibrio vulnificus感染症に対する微生物学的防除法の確立を行う。また，有明海に由来する有用微
生物の探索や産生する酵素やペプチド等の諸特性に関する研究および生物資源を分離源とした種々の
生理活性物質に関する研究を行う。

年度目標）
有明海における微生物群挙動の把握，有害菌の性状解析および微生物学的防除法の確立，有明海由

来の有用微生物や生理活性物質の探索などを行う。

当該年度の研究内容）
有明海由来の微生物に関する分子遺伝学的手法による解析および分離微生物の性状解析，生物資源

由来生理活性物質の探索を行った。

主な研究成果）
平成18年４月～平成19年４月に有明海４地点より毎月干潟泥のサンプリングを行い，計52サンプル

の干潟泥よりD N Aを抽出した。抽出したD N Aを鋳型としてユニバーサルプライマーを用いたPCR法に
より細菌16S rDNA約1.5 kbを増幅し，pGEM-T Easy Vectorにライゲーション後，大腸菌JM109株を形
質転換してクローニングを行った。得られたクローンよりプラスミドを抽出後，シーケンス解析を行
い，BLAST Searchにより有明海干潟泥に存在する細菌を同定した。また，抽出したD N Aを鋳型として
G Cクランプを付与したユニバーサルプライマーを用いたPCR法により16S rDNAのV2-V3領域を増幅
し，Single Gradient (SD) 変性剤濃度勾配ゲル電気泳動 (DGGE) 法およびDouble Gradient (D G)-DGGE法
に供した。その結果，SG-DGGE法よりもDG-DGGEで鮮明な泳動パターンが得られ，地点および時期
に特異的なバンドが検出された。その後，それぞれの特異的なバンドに由来する細菌を同定するため
にD N Aシーケンスを行った。また，有明海と並びVibrio vulnificus感染症発生事例が数多く報告される
愛知県三河湾一帯からVibrio vulnificusの分離を行い，常法によりD N Aを抽出し16S rRNA解析を行い，
有明海由来株および患者由来株と性状比較を行った。さらに昨年度までに分離を行った有明海干潟底
泥由来のキシロース資化性乳酸菌の生産するⅡ型制限酵素の検索を行った。16S rDNA解析を用いてⅡ
型制限酵素生産菌株の同定を行ったところ，Leuconostoc mesenteroidesと99%以上の相同性を有した。
有明海は，日本の他の海域では見られない特産生物の宝庫として知られているが，近年タイラギや

アサリなどの二枚貝の減少が続いており，その原因の一つとして，ナルトビエイによる食害があげら
れる。既に我々は，エイタンパク質に脂質代謝改善作用がある事を見出し，駆除したナルトビエイの
有効利用の可能性を報告した。本研究では，ナルトビエイタンパク質を機能性食品としてより活用し
やすくするため，プロテアーゼによるペプチド化を行い，その栄養生理機能を検討した。その結果，
エイタンパク質による脂質代謝改善作用は，ペプチド化する事により更に増強される事が示された。
その作用機序としては，脂肪酸Δ9不飽和化反応の抑制が示唆された。今後は，活性本体として脂質低
下作用を発揮しているペプチド配列の同定が望まれる。
サイトカイン様物質検索を目的に，ヒト好中球を高度活性化した細胞系の構築について，作用機構

の検討をおこなった。白血球の主成分である好中球は，細菌由来のペプチド等で活性化される。昨年，
受容体タンパク質の７つの膜貫通部の配列を持つペプチドが細胞を刺激すると，アゴニストによる活
性酸素放出量が増加する現象（プライミング）が見られることを報告した。しかし，その詳しい作用
機構については明らかになっていない。そこで今回，種々の受容体の膜貫通ドメインによるヒト好中
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球の活性化を活性酸素放出として評価した。その結果，活性酸素放出に関するプライミング作用はペ
プチドの配列に特異的であり，疎水性分子や異なる受容体の膜貫通ドメインとの非特異的な相互作用
によるものではないことが判明した。この様な細胞を用い天然物の検索を行うことは，より少量の活
性物質のスクリーニングを可能にすると期待される。

食水系感染症研究部門

研究目的）
ビブリオ・バルニフィカス感染症に対する基礎的・臨床的研究及び予防・治療活動を推進し，本感

染症による健康被害を防止する。

年度目標）
平成17年度（初年度）はテーブルフェイズとし，本感染症対策における具体的研究テーマの立案と

キックオフミーティングを行い更に研究に着手した。平成18年度はデフィニッションフェーズとし，
平成17年度に立案した各種予防対策と臨床的・基礎的研究を推進した。平成19年度は平成17～18年度
の各種対策を推し進め，さらに医学研究を行った。

当該年度の研究内容と成果）
平成17年度に作成したW orking Breakdown Structureに基づき対策及び研究を実施した。

１．発症予防活動
１）発生患者調査とサンプリング；平成19年度は７例の本症疑い患者について通報があり，うち１
例がビブリオ・バルニフィカス感染症患者であった。通報元病院へ出向き患者調査を行い，ビブ
リオ・バルニフィカス患者ネットワークを通じ各基幹病院へ情報提供を行った。
２）パルスフィールド電気泳動法（PFGE）を用いた菌遺伝子相同性の検討；ビブリオ・バルニフィ
カス疑い患者（壊死性筋膜炎+・肝硬変+・魚介類生食+）として当院に紹介された73歳男性につ
いて解析を行った。皮膚病変（原因菌）はKlebsiella. oxytoca菌であったが，剖検時に採取された小
腸内容物からのK. oxytoca菌とPFGEによるダンドログラムが一致し，腸管からのバクテリアル
トランスロケーションが証明された。また，K. Oxytocaによる壊死性筋膜炎症例は，我々が検索し
たかぎりにおいて世界で最初の症例であった。本症例報告は医学雑誌に受理され掲載予定である
（Journal of Infection and Chemotherapy ; in press平成20年１月現在）。
３）有明海菌環境の把握；コア研究１と共同し，月１回の有明海からの菌サンプリングを実施した。
検出状況については，ネットワーク機関へ情報提供を行った。

２．基礎科学研究
１）16S rRNA分析；佐賀大学医学部保有の機器を用いて，ビブリオ・バルニフィカスの16S
rRNAgene解析を行うセットアップを終了した。これにより迅速な遺伝子学的診断が可能となった。
２）新規迅速同定培地（C VA-1）の開発；栄研化学株式会社との共同研究により，平成17年度にビ
ブリオ属検出培地を開発し，平成18年度はその性能評価を行った。平成19年度に当該研究結果に
ついて海外医学雑誌に投稿・掲載された（Annals of Clinical & Laboratory Science, 37（4）, 2007）。
３）LAMP法を用いた迅速検出法の開発；栄研化学株式会社との共同研究を推進している。その基
礎的な事項（プライマー配列等）についての論文を提出中（査読中；平成20年１月現在）である。

３．治療に関する研究
１）患者調査；佐賀大学医学部および佐賀県立病院におけるビブリオ・バルニフィカス患者につい
て調査を行った。２病院で35症例を集積し，その患者特徴について解析を行った。現在論文投稿
中である（平成20年１月現在）。また，多発内分泌腫瘍を基礎疾患に持つビブリオ・バルニフィカ
ス患者について症例報告を行った（福岡医学雑誌. 98(9): 346-352, 2007）。
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コア研究３

地域文化・経済研究部門

・「有明海・諫早湾に関する総合的データベースの構築と新しい社会的決定システムに関する研究」

（経済学部　樫澤秀木）

研究内容

①　佐賀新聞の関連記事を近年の分まで検索し，コピーした。近年の記事については，以前，ネッ

ト上のデータベースで検索していたが，ヒット数が多すぎたため，実際の記事で確認する必要が

生じていた。図書館所蔵の佐賀新聞でそれを確認し，コピーを取った。

②　昨年度収集した朝日新聞の記事について，記事の重要度・見出し（第三見出しまで）・図表の有

無を調べ，一覧表にした。

③　長崎新聞の記事収集に着手した。

④　長崎県議会議事録の収集に着手した。

研究成果の概要

現時点で佐賀新聞の記事データはほぼ確定できたと言える。ただし，朝日新聞記事との照合は必

要である。朝日新聞については，西部本社から提供頂いた切り抜きに遺漏のおそれがあるので，少

なくともデータベースで検索できる範囲は遺漏を補わなければならない。現時点での記事件数は，

佐賀新聞が3,609件，朝日新聞が1,819件である。その成果として，暫定的に以下のことが言える。

①　収集できた記事件数は，佐賀新聞が3,609件，朝日新聞が1,819件である。

②　諫早湾干拓について，佐賀新聞では各年まんべんなく報道されているが，1997年以前は，漁業

補償を中心とする経済的な話題が多い。それに比して，朝日新聞の記事数は極めて少なく，とり

わけ工事に着工した1989年からの1996年（大問題となった1997年の１年前）までの８年間には

わずか43件しか報道されていない。

③　各年とも，全般的に，佐賀新聞の記事数が朝日新聞の記事数を上回っているが，1997年の記事

数については，前者163件に対し，後者325件と大きく逆転している。

④　昨年度の分析で，国会でも1997年まで，諫早湾干拓についてはほとんど審議されていないこと

は分かっている。

⑤　ところが，日本国内や国際情勢からすれば，1980年代後半から国際環境や地球環境の問題がク

ローズアップされ，1992年にはリオ・サミットも開かれた。すなわち，1980年代後半から1990

年代初めは，環境問題が人々の問題関心を大きく捉え始めた時代である。したがって，日本社会

においては，環境問題への問題関心の高まりと，諫早湾干拓への低調な関心とが併存していたの

である。

・「有明海沿岸域における生業形態と土地利用」（文化教育学部　山下宗利）

有明海におけるのり養殖生産漁家に焦点をあて，のり養殖漁家にとって望ましい生業システムの

構築を図ることを目標とする。川副町でも早くから協業化への移行が進展した南16区の集落とその

周辺地域を対象に土地利用調査を進めてきたが，今年度はその範囲を拡大するとともに，のり養殖

漁家に対して聞き取りを行い，就業構造の分析を行った。さらにのり加工業の実態解明を進め，の

り養殖協業化の進展にともなうのり加工業の役割変化を追求している。

今年度は有明海沿岸域の調査とともに，浅草三番瀬海苔生産組合においてのり生産の聞き取りを
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行う計画である。また平成19年度地球観測衛星データ利用セミナーに参加するなどして，さまざま

なデータの可視化技術の習得を行った。

・「有明海沿岸地域における食生活と健康に関する伝承の考察」（文化教育学部　藤永豪）

有明海沿岸地域において，食中毒や感染症防止などに関する食と健康についての言い伝えや知識

を採集し，分析・検証を行う。また，本研究は，コア研究２の食水系感染症研究部門との共同研究

である。具体的には，食に関する禁忌や慣習とあわせて，干潟地域独特の感染症や食中毒が，現地

においてどのような形で認識され（名称や症状など），どのような予防法を講じていたのか，発症し

た際はどのような処置を行っていたのか，といったことについて調査を進めている。昨年度は，有

明海沿岸地域との比較考察のための調査を伊勢湾および三河湾沿岸地域で行った。本年度は，サン

プル数を増やすとともに，有明海沿岸地域での調査を拡充していきたい。

・「干潟生態系とその周辺における資源利用と資源管理の変容，および干潟文化資料のデジタル・アー

カイブスの構築に関する日韓比較研究と環黄海における比較研究」

（農学部　武田　淳・五十嵐　勉）

干潟のワイズ・ユースに関する調査・研究として，有明海沿岸域，特に鹿島の干潟，及び干拓地

における漁撈・農耕文化に関する総合調査し，干潟域での漁撈文化の伝統と変容の解明を進めてい

る。特に，有明海沿岸と韓国黄海沿岸域において，干潟，及び干拓地における漁撈・農耕文化，半

農半漁民の生活文化の伝統と変容の諸相に関するデータを収集・分析し，干潟のワイズ・ユースに

関わる「干潟生業文化のデジタル・アーカイブス」の構築とW ebサイトでの発信を準備している。

さらに有明海をはじめ，干潟資源に強く依存している佐賀県肥前町大浦などにおける生業維持機構

の解明，その干潟資源の持続的利用・管理と汎用性を求めるために，平成19年度に行った渤海湾・

遼東湾の予備調査を踏まえ，平成20年度にも，環黄海域での本調査の必要性を実感した。

・「干潟エコトーンにおける複合的生業の変容と持続可能性に関する研究」

（農学部　五十嵐　勉）

古くから干潟域で行われてきた単式（地先）干拓の地域的歴史的な展開過程と干拓地での低湿地

農耕技術，及び干拓地農民による干潟漁撈を含む生業複合の持つ意味について，有明海沿岸域と韓

国黄海沿岸域での比較研究を実施している。平成18年度の白石平野における灌漑システムの変容と

水資源管理について，鹿島市における稲作＋ノリ養殖，みかん作+干潟漁撈＋ノリ養殖の生業複合

の実態の究明に続き，平成19年度は有明海沿岸・八郎潟・児島湾・韓国における調整池での淡水漁

撈や湿地機能について比較考察を行った。その結果，調整池の伝統的淡水漁撈・レジャーフィッシ

ングという新しいツーリズム，及び野鳥の生息地というエコシステムの貴重な構成要素を確認し，

非農業的機能の伝統的，現代的意味について分析した。これらを通して，ノリ養殖業に特化した干

潟沿岸域における「もうひとつの」生業形態としての生業複合が持つ持続可能性が，有明海の環境

保全を考える上でも有効な視点である見通しを得た。
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３－３　成果　
（プロジェクト所属の研究者および学内研究協力者が平成19年度中に発表したもの）
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14）永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人: 喀痰のグラム染色による定性値判定と定量
培養成績との相関性について.医学検査　56:1476-1483, 2007.

15）永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人: 尿検体のグラム染色による定性値判定と定
量培養成績との相関性について.医学検査　56: 1484-1490, 2007.

16）永沢善三，永田邦昭，福田砂織:細菌検査での尿試験紙を利用した尿検体スクリ－ニングの評価.
医学検査　56: 1491-1494,2007.

17）永田邦昭，永沢善三:グラム染色標本の観察方法.医学検査　56: 1495-1501, 2007.

18）坂口美和，中村光男，次富久之，増田正憲，佐藤敏美，徳永　蔵，中尾佳史，安永牧生，横山正
俊，岩坂　剛：子宮体部原発悪性リンパ腫の一例. 日本臨床細胞学会九州連合会雑誌　38：43-
47，2007.
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地域文化・経済研究部門

１）YAMASHITA, M. 2007. Research on Strategic Policies toward Lively Metropolitan Areas in Japan. YA N
Xiaopei and XUE Desheng eds: Urban Development, Planning and Governance in Globalization. Sun Yat-
Sen University Press, Guangzhou, China. 129-138.

２）Rahman, M. S. and J. Takeda (2007) Measuring the Costs of Production Based on Sizes of Farm Operation
and Marketing: A Study on Rice Farmers in Jessor Districts in Bangladesh. American Journal of Applied
Sciences 4(5)：274-283.

３）Takeda, J., Lee, E-C., Suzuki, H. and Koh, C.-H.(in press) An Ecological-Anthropological Study on
Traditional Fishing-Foraging Activities on Tidal Flats in Hampyeong Bay along the West Coast of South
Korea. Lowland Technology International Vol. 10 (2).

３－３－３　論文等（査読なし）

環境物質動態研究部門

１）五嶋聖治，吉野健児，2007．ホンヤドカリの雌によるしたたかな雄選択，うみうし通信 No. 57,
6-7.

干潟底質環境研究部門

１）Seguchi, M. Koriyama.M., M. Ishitani: Occurrence mechanism of hypoxic waters in the interior parts of the
Ariake Sea. Bull. Fac. Agr., Saga Univ., 93, 2007（in press）

２）瀬口昌洋・郡山益実・古賀あかね：有明海奥部ガタ土を用いた排水中の窒素除去について，第６
回海環境と生物および沿岸環境の修復技術に関するシンポジウム発表論文集，37-42，2007

３）宮村美保，原口智和，加藤　治，2007，松葉およびホテイアオイの炭化物を用いたクリーク水の
浄化，佐賀大学農学部彙報，93，印刷中

４）Yuge K., T. Haraguchi, M. Anan, Y. Nakano, 2007，Evaluation of the edge-effect on the farmland
production environment in hilly and mountainous area (1) -Spatial and temporal changes of solar radiation
environment-，Journal of the Faculty of Agriculture Kyushu University, 52(1)，175-178

環境モデル研究部門

１）速水祐一，2007.有明海奥部の貧酸素水塊，海洋と生物，173，577-584.

２）占部城太郎，槻木(加)玲美，（印刷中）．地域・地球環境変化と生態系応答：湖沼研究のタテとヨ
コ，日本生態学会関東地区会会報

３）谷幸則，坂田昌弘，大橋典男，森田陽光，槻木（加）玲美，後藤敏一（印刷中）．堆積物コアから
読み取る佐鳴湖の植物プランクトンの変遷とその要因，静岡県戦略課題研究「快適空間『佐鳴湖』
の創造」最終報告

微生物相研究部門



－ 28 －

食水系感染症研究部門

１）中島幹夫：医療廃棄物の現状. 佐賀大学　「研究プロジェクト」: 14-15, 2007.

２）永山在明，山口恵三，渡邊邦友，田中正利，小林寅喜喜，永沢善三:抗菌薬感受性測定法検討委員会
最終報告（2007年）.日本化学療法学会雑誌 56(1) 49～57.2008.

地域文化・経済研究部門

１）藤永　豪，2007．景観資料としての写真をめぐって．神奈川大学21世紀COEプログラム「人類文
化研究のための非文字資料の体系化」研究成果報告書：「景観」と「環境」についての覚書，43-
53．

２）藤永　豪，2007．大学生の環境認識―自然地理学の講義現場から―．非文字資料研究，18，14-
15．

３）山下宗利, 2007.スマートグロス政策とトロント中心市街地の再生.平成16年度～平成18年度科学
研究費補助金（基盤研究(A)(1)）研究成果報告書『社会経済構造の転換と21世紀の都市圏ビジョ
ン　―欧米のコンパクト・シティ政策と日本の都市圏構造―』, 253-263.

４）山下宗利, 2007.シリコンアイランドからカーアイランドへ.地理, 52(10), 86-95.

５）五十嵐　勉「有明海」，平岡昭利編『日本の地域変貌』，海青社，2008（印刷中）

６）藤村美穂，武田　淳，牧野厚史（2007/5）琵琶湖と有明海における水族資源の伝統的利用と変容
～その２　内水面漁撈と干潟漁撈（琵琶湖）. 低平地研究　16: 25-30.

７）藤村美穂，武田　淳，牧野厚史（2007/5）琵琶湖と有明海における水族資源の伝統的利用と変容
～その３　内水面漁撈と干潟漁撈（有明海）. 低平地研究　16: 31-42.

８）Takeda, J., S. De Silva, P. Muthuraman, S. M. Rahman and L. Kawet (2008/2) Spices in Sri Lanka, India and
Bangladesh with special reference to the usages and consumptions.  Bulletin of the Faculty of Agriculture,
Saga University No. 93, pp.1-25.  

９）Franky, R. R., J. Takeda, L. Kawet and E.-C. Lee (2008/2)  A study on utilization and maintenance of local
resourcres at Woloan I sub-district and Warembungan village.  Bulletin of the Faculty of Agriculture, Saga
University No. 93, pp. 27-54.   

10）雷　錦霞，武田　淳，李　應吉（2009/2）. 中国・山西省「農村実用人材」に関する実態分析.
佐賀大学農学部彙報第92号, pp.55-65.

３－３－４　学会発表等

環境物質動態研究部門

１）吉野健児，山本浩一，速水祐一，濱田孝治，大串浩一郎，2007．有明海湾奥部における貧酸素水
塊のベントス群集に与える影響，2007年日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会講演
要旨集，30

２）大石明広，原田浩幸，河野泰訓，志岐昌彦，山本浩一，川喜田 英孝，大渡 啓介，井上 勝利，
2007．底質細胞外ポリマーを指標とした有明海異変の要因解明へのアプローチ，化学工学会第73
年会
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３）速水祐一，濱田孝治，山本浩一，吉野健児，2007．諫早湾から有明海奥部への懸濁物質輸送，
2007年日本海洋学会秋季大会講演要旨集，pp.106．

４）濱田孝治，速水祐一，山本浩一，横山勝英，2007．数値モデルによる有明海奥部の懸濁物質輸送
に関する考察，2007年日本海洋学会秋季大会講演要旨集，pp.107．

５）山本浩一，2007．懸濁態有機炭素の起源別負荷量推定に関する研究～筑後川下流域を例として～，
第10回日本水環境学会シンポジウム講演集，pp.57-58．

６）山本浩一，速水祐一，濱田孝治，吉野健児，古賀勝喜，山田文彦，2007．有明海湾奥における懸
濁物質輸送の季節変動特性，2007年日本海洋学会秋季大会講演要旨集，pp.108．

７）横山勝英，山本浩一，2007．強混合型の河川汽水域における底泥の洪水時フラッシュと剪断強度
変化に関する調査実験第14回河川整備基金助成事業発表会，H19.11．

８）山本浩一，横山勝英，一寸木朋也，2008．筑後川感潮河道における懸濁物質の沈降速度計測，第
42回日本水環境学会年会（印刷中）．

９）山本浩一，原田浩幸，大石明広，井上勝利，濱田孝治，2008．有明海佐賀県沿岸の排水樋門にお
ける水質負荷，第42回日本水環境学会年会（印刷中）．

10）山本浩一，横山勝英，山田文彦，安江洋介，速水祐一，2008．有明海・筑後川感潮域での懸濁物
質の沈降特性，2008年日本海洋学会春季大会講演要旨集（印刷中）．

11）笠置尚史，山本浩一，速水祐一，濱田孝治，大串浩一郎，2008．秋季有明海湾奥部における懸濁
物質の再懸濁に関する現地観測，平成19年度土木学会西部支部研究発表会講演概要集，239-240．

12）濱田孝治，速水祐一，山本浩一，横山勝英，2007．数値モデルによる有明海奥部の懸濁物輸送に
関する考察, 2007年度日本海洋学会秋季大会要旨集．

13）槻木（加）玲美，山本浩一，速水祐一，谷幸則，吉野健児，濱田孝治，2007．有明海ノリ養殖場
における大潮時の一次生産者の時空間変動．2007年日本海洋学会春季大会講演要旨集，106．

干潟底質環境研究部門

１）Apilux, Amara, 田端正明，Charoenraks，Thiraporn, 2007．ダイヤモンド電極を用いる変性ＤＮＡの
電気化学的酸化反応に対する金属イオンの効果．第68回分析化学討論会講演要旨115．

２）Charoenraks，Thiraporn, 田端正明，Separation of Organic Cmpounds Based on Microheterogeneit of
Mixed Solvents Using Ionic Liquids and a Micro Tube. 日本分析化学会第56年会講演要旨集194．

３）下村拓也，田端正明，水溶性オクタブロモポルフィリンを用いる迅速・高感度金属イオン分析法．
日本分析化学会第56年会講演要旨集303．

４）Masaaki Tabata, Thiraporn Charoenraks, Orawon Chailapakul, A New Capillary Liquic Chromatography
without a Specific Separation Column Uisng Aqeous Mixture of Ionic Liquids, 12th Asian Chemical
Congress, 2007, Abstract, 400-401. Malaysia

５）Masaaki Tabata, Takuya Shimomura and Jun Nishimoto, Extraction of Lithium Porphyrin into Ionic Liquid,
The 9th Asian Conference on Analytical Chemsitry, 2007, Abstract, 114. Korea

６）Masaaki Tabata, Masayuki Baba,Eiji Goto and Toshiyuki Takamuku, Sovent Compsition Effects on
Relaxation of Bulk Water Molecules and on Water Molecules Exchange Reaction of Aquanickel(II) in
Aqueous Mixed Solvents with 2-Propanol or 1-Propanol, 30th International Conference on Solution
Chemistry, 2007, Abstract 58. Australia
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７）Masaaki Tabata, Thiraporn Charoenraks, Orawon Chailapakul, Microsolvent Cluster Extraction in Mixed
Solvents: Ionic Liquids for Separation of Neutral Organic Compounds, Joint conference of JMLG/EMLG
Meeting 2007 and 30th Symposium of Solution Chemsitry of Japan, 2007. Absract18, Japan. 

８）瀬口昌洋，郡山益実，古賀あかね．有明海奥部ガタ土を用いた排水中の窒素除去について，第６
回海環境と生物および沿岸環境の修復技術に関するシンポジウム，2007

９）中村義文，吉田秀樹，福田冶美，滝川 清，瀬口昌洋，大島 巌，堀川慎史．環境整備船「海輝」に
よる有明・八代海の海域調査計画の策定と調査結果，第32回海洋開発シンポジウム，2007

10）瀬口昌洋，郡山益実，馬渡浩司，石谷哲寛．有明海観測タワーに基づく貧酸素水塊発生時の沿岸
海洋構造の検討．平成19年度農業土木学会大会講演会，2007

11）石谷哲寛，瀬口昌洋，郡山益実．有明海奥部における貧酸素水塊の動態について．平成19年度農
業土木学会大会講演会，2007

12）古賀あかね，瀬口昌洋，郡山益実，野田美幸．有明海奥部干潟域における脱窒と底質環境につい
て．平成19年度農業土木学会大会講演会，2007

13）郡山益実，瀬口昌洋，石谷哲寛．ボックスモデルを用いた有明海奥部西岸域における貧酸素水塊
発生機構の検討．平成19年度農業土木学会大会講演会，2007

14）申　龍熙，瀬口昌洋，郡山益実．樫のLAIと分光反射特性及び蒸散量の関連性について．平成19
年度農業土木学会大会講演会，2007

15）郡山益実，瀬口昌洋，石谷哲寛．有明海奥部西岸域における貧酸素水塊発生時の水質環境．第88
回農業農村工学会九州支部講演会，2007

16）石谷哲寛，瀬口昌洋，郡山益実．有明海奥部底層におけるD Oの変動特性．第88回農業農村工学会
九州支部講演会，2007

17）申　龍熙，瀬口昌洋，郡山益実．衛星データを用いた光学過程に基づくLAI推定法とその適用．
第88回農業農村工学会九州支部講演会，2007

18）木本浩二，瀬口昌洋，郡山益実．有明海奥部干潟域の底泥における無機態窒素濃度及び脱窒速度
の季節変動，第88回農業農村工学会九州支部講演会，2007

19）萬代敏夫，瀬口昌洋，郡山益実．有明海奥部干潟域における脱窒菌群の分布特性．第88回農業農
村工学会九州支部講演会，2007

20）古賀あかね，瀬口昌洋，郡山益実．有明海奥部干潟域における脱窒菌群の生息分布と脱窒速度に
ついて．2007年農業農村工学会九州支部シンポジウム

21）瀬口昌洋，郡山益実，古賀あかね，野田美幸．有明海奥部干潟域における脱窒菌群の生息分布と
底質環境について，第54回海岸工学講演会，2007

22）中村義文，吉田秀樹，滝川 清，瀬口昌洋，大島 巌，堀川慎史．環境整備船「海輝」で収得され
た有明・八代海の海域環境の特徴，第54回海岸工学講演会，2007

23）原口智和，白石直輝，加藤　治．田植え時の表面排出水の水質．平成19年度農業土木学会大会講
演会，2007

24）原口智和，宮村美保，加藤　治，田中　明．松葉炭およびホテイアオイ炭の水質浄化特性．第88
回農業農村工学会九州支部講演会，2007
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25）加藤　治，原口智和，吉良哲也．佐賀県沖覆砂地点における底質の経年変化．第88回農業農村工
学会九州支部講演会，2007

環境モデル研究部門

１）速水祐一，濱田孝治，山本浩一，吉野健児．諫早湾から有明海奥部への懸濁物輸送．2007年度日
本海洋学会秋季大会講演要旨集，106．

２）山本浩一，速水祐一，濱田孝治，吉野健児，笠置尚史，古賀勝喜，山田文彦．有明海湾奥におけ
る懸濁物質輸送の季節変動特性．2007年度日本海洋学会秋季大会講演要旨集，108．

３）Hayami, Y., Tsugeki, K, N., and Shuto, T. Environmental and Biological Factors Associated with the Red
Tide Increase in the Ariake Sea, Japan. ERF2007 abstracts, 83. (2007. 11.7. Providence, USA).

４）速水祐一，山口創一．有明海における浅海定線調査データの代表性について．2008年度日本海洋
学会春季大会講演要旨集（印刷中）．

５）山本浩一，横山勝英，山田文彦，安江洋介，速水祐一．有明海・筑後川感潮域での懸濁物質の沈
降特性．2008年度日本海洋学会春季大会講演要旨集（印刷中）．

６）眞鍋智昭，速水祐一，山口創一，万田敦昌，経塚雄策．夏季の有明海における大潮小潮周期の底
層貫入現象に関する研究．2008年度日本海洋学会春季大会講演要旨集（印刷中）．

７）速水祐一，大森浩二，吉野健児，Yudhi S. Garno．チラタ湖（インドネシア）における貧酸素水塊．
日本陸水学会第72回大会講演要旨集，102．

８）速水祐一，山口創一．沿岸定線調査データをどうよむか－有明海における海洋モニタリング－．
2007年度九州沖縄地区合同シンポジウム「沿岸海洋モニタリングの現状と課題」，14．

９) 速水祐一．海域研究者からノンポイント汚染研究者に望むこと－有明海では－．第11回水環境学
会ノンポイント汚染委員会ワークショップ．

10）山口創一，濱田孝治，瀬口昌洋，大串浩一郎　佐賀大学海象観測塔による有明海湾奥の流れとそ
の経年変化の評価, 2007年度日本海洋学会秋季大会講演要旨集,

11）山口創一, 経塚雄策．夏季の諌早湾における栄養塩動態, 2008年度日本海洋学会春季大会講演要旨
集（印刷中）．

12）濱田孝治，速水祐一，山本浩一，横山勝英．数値モデルによる有明海奥部の懸濁物輸送に関する
考察．2007年度日本海洋学会秋季大会要旨集．
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18）進藤秀彰，田代幸寛，山下真由，小林元太，関口達也，花井泰三，厨祐喜，岡本正宏，園元謙二．
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cerevisiae.2007年度日本農芸化学会中四国･西日本支部大会講演要旨，66．

23）田代幸寛，光武奈緒子，小林元太，加藤富民雄．有明海干潟泥における細菌群集解析，第23回日
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ン・ブタノール生産菌と酪酸生産菌を組み合わせたブタノール生産，第59回日本生物工学会大会
(2007)講演要旨集，217．
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ポジウム要旨集，100．

37）杉山大輔，柴田大介，長田聰史，浜崎雄平，藤田一郎，兒玉浩明．ホルミルペプチド受容体由来
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--赤札を使用した器材の整理について--. 第28回　日本手術医学会　2006.11.1. 抄録・手術医
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脈閉塞症に対し星状神経節ブロックを施行した１症例. 第25回九州疼痛学会　2007.2.17. 日ペ
イン会誌. 14（４）:424 2007.
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を来し，PMX-DHPとCHDFが有効であった１症例. 第34回　日本集中治療医学会学術集会
2007.3.1. プログラム・抄録集.
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15）井上克一, 三溝慎次, 中島幹夫：術中の大量出血に対し,大量輸液,大量輸液で対応していたものの
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後に感染性動脈瘤からの大量出血を認めた一症例. 第45回九州麻酔学会　2007.11.3. 抄録集.
:112 2007.

20）丸野暢彦, 仁田亜由美, 鈴木有希, 四宮宗一郎, 荒木和邦, 中島幹夫：佐賀大学医学部付属病院にお
ける食道異物の症例検討. 第45回九州麻酔学会　2007.11.3. 抄録集. :100 2007.

21）松本浩一, 平川奈緒美, 垣内好信, 香川嘉彦, 中島幹夫：当院における特発性舌咽神経痛症例の検
討. 第45回九州麻酔学会　2007.11.3. 抄録集. :72 2007.

22）中川内章, 田中　学, 石川亜佐子, 上村裕平, 香月　亮, 中島幹夫：当院における子宮外妊娠手術で
の輸血管理の検討～自己血回収装置の有用性について～. 第45回九州麻酔学会　2007.11.3. 抄
録集. :56 2007.

23）島川勇介, 田中　学, 上村聡子, 香月　亮, 前田祥範, 中島幹夫：術前に予測できなかった開口障害
と気管屈曲により，気管挿管に難渋した一症例. 第45回九州麻酔学会　2007.11.3. 抄録集.
:66 2007.

24）田中　学, 中川内章, 石川亜佐子, 上村裕平, 香月　亮, 中島幹夫：Flo TracTMを使用し循環動態管
理を行った拡張相肥大型心筋症患者の麻酔経験. 第45回九州麻酔学会　2007.11.3. 抄録集.
:103 2007.

25）谷川義則, 陣内伸子, 前田祥範, 三溝慎次, 永澤一郎, 中島幹夫：TUR症候群５症例についての検
討－血清ナトリウム値低下は症状発現から時間をおいて現れる－ . 第45回九州麻酔学会
2007.11.3. 抄録集. :60 2007.

26）陣内伸子, 宮崎紀彰, 中橋弘顕, 中島幹夫：HELLP症候群の麻酔. 第111回分娩と麻酔研究会
2007.12.15.: 2007.

27）高柳　恵，中島由佳理，草場耕二，永沢善三，福岡麻美，青木洋介：（1→3）-β-Dグルカン測
定における変動要因の検討. 第18回日本臨床微生物学会総会. 2007, 2, 18. 第18回日本臨床微生
物学会総会プログラム・抄録集：16

28）高柳　恵，中島由佳理，草場耕二，永沢善三，福岡麻美，青木洋介，細坂泰子，花木秀明，永山
在明：自動細菌検査装置3機種によるOS-MRSA検出の比較検討. 第18回日本臨床微生物学会総
会. 2007, 2, 18.第18回日本臨床微生物学会総会プログラム・抄録集：16

29）中島由佳理，高柳　恵，草場耕二，永沢善三，福岡麻美，青木洋介：血液培養陽性検体を直接用
いたＶＩＴＥＫ２による同定・感受性の比較検討. 第18回日本臨床微生物学会総会. 2007, 2, 18.
第18回日本臨床微生物学会総会プログラム・抄録集：16

30）永沢善三：ＩＴを生かした感染制御活動-微生物検査情報還元の迅速化におけるＩＴ化の役割-.
第22回日本環境感染学会総会. 2007, 2, 18. 第22回日本環境感染学会総会プログラム・抄録集：
22

31）正木孝幸，永沢善三，吉田弘之，大塚喜人: グラム染色表記法の統一化ーアンケ－ト調査について
ー. 第56回日本医学検査学会. 2007,5, 18. 第56回日本医学検査学会抄録集： 56正木孝幸，永沢
善三，吉田弘之，大塚喜人: グラム染色表記法の統一化―標本観察による検討―. 第56回日本医学
検査学会. 2007,5, 18.第56回日本医学検査学会抄録集： 56

32）永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人: 喀痰培養検査での肉眼的評価と培養成績と
の相関性.第56回日本医学検査学会. 2007,5, 18.第56回日本医学検査学会抄録集： 56
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33）永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人: 喀痰培養検査での顕微鏡学的評価と培養成
績との相関性.第56回日本医学検査学会. 2007,5, 18.第56回日本医学検査学会抄録集： 56

34）永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人: 喀痰のグラム染色による定性値と定量値と
の相関性について.第56回日本医学検査学会. 2007,5, 18.第56回日本医学検査学会抄録集： 56

35）永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人: 尿検体のグラム染色による定性値と定量値
との相関性について. 第56回日本医学検査学会. 2007,5, 18. 第56回日本医学検査学会抄録集 ：
56

36）草場耕二: グラム染色の結果がもたらす経済効果. 第56回日本医学検査学会. 2007,5, 19. 第56回
日本医学検査学会抄録集：56

37）永沢善三，中島由佳理，草場耕二，楠原久代，瀧　健治：各種細菌に対する炭酸脱水酵素抑制剤
の影響について―薬剤併用効果の検討―. 第３回日本炭酸脱水酵素研究会．2007,9,22．第３回
日本炭酸脱水酵素研究会抄録集：1

38）永沢善三：日米と米国における感染対策の違い. 第40回中国四国医学検査学会．2007,10,27．
第40回中国四国医学検査学抄録集　

地域文化・経済研究部門

１）YAMASHITA, M., 2007,  Research on Strategic Policies toward Lively Metropolitan Areas in Japan,   IGU
Urban Commission C 19: Monitoring Cities of Tomorrow, Sun Yat-Sen University, Guangzhou, China.

２）山下宗利，個性を活かした中心市街地の活性化策―九州諸都市を事例として―，日本地理学会秋
季学術大会（熊本大学）．

３）TAKEDA, J. June 1-20, 2007. The International Academic Teaching and Research Program of Sam
Ratulangi University, Manado, Sulawesi, Indonesia on "Subsistence Strategies and Natural Resources as
Viewed from Ecological Anthropology: Traditional Utilization and Management of Fauna and Flora in
Different Ecosystems".

４）TAKEDA, J. June 20-21, 2007. Center for Coastal and Marine Resources Studies, Bogor Agricultural
University, Indonesia: Special Lecture on "Tidal Flat Ecosystem a: Affluence, Self-Sufficiency and Species
Diversity in Ariake Sea, Saga Prefecture, Japan"; b : "Oyster-Gathering and Other Fishing Activities in
Hampyeoung Bay, South Korea and the History of the Reclamation in the Past".

５）武田 淳：佐賀大学公開シンポジウム「循環型社会へ向けた食料生産・加工・消費システムの研
究・開発」〈平成18年度佐賀大学学長裁量経費事業成果報告〉
「ノリ養殖漁家に見られる生業構造の変遷と特性：有明海周辺域の協業化と協業体を事例に」，
2007年10月20日，佐賀市・佐賀大学農学部大講義室

６）武田淳：佐賀大学公開シンポジウム「干潟・湿地の保全と環境教育～谷津・藤前・和白・鹿島・
韓国での実践から考える～」，オーガナイザー・座長：五十嵐勉　基調講演：武田　淳，2007年
11月10日，鹿島市

７）武田 淳：NPO法人有明海再生機構主催；第３回有明海講座「日本と韓国における干潟資源の伝統
的利用～採捕技術と食文化～」，2007年11月17日，佐賀市・モラージュホール
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３－３－５　工業所有権等

なし

３－４　外部資金獲得状況

環境物質動態研究部門

１）山本浩一（分担），河川環境管理財団，「河川汽水域における底泥の堆積・圧密・強度発現過程と
地形変化に関する調査研究」1,000千円

干潟底質環境研究部門

１）田端正明（代表），科学研究費補助金・基盤研究（B），｢溶媒クラスター抽出分離分析法の創成｣
9,750千円(内間接経費，2,250千円)

２）田端正明（分担），都市エリア，「新規環境調和型ノリ養殖法の開発」9,945千円

３）瀬口昌洋（代表），科学研究費補助金・基盤研究（B），「有明海奥部における貧酸素水塊の発生機
構と防止法に関する研究」 2,400千円

４）瀬口昌洋，有明海再生機構・受託研究「干潟・浅海域における底質の物質循環に関する研究」
1,760千円

環境モデル研究部門

１）速水祐一，有明海再生機構受託研究，「干潟・浅海域における底質の物質循環に関する研究」
8,000千円

２）速水祐一，科学研究費補助金・基盤研究C（代表），｢有明海の富栄養化に関する研究　－比較内
湾学的アプローチ－｣ 1,900千円

３）大串浩一郎，河川環境管理財団，「近世から現代に至る佐賀平野の流域治水に関する基礎的研究」
1,000千円

４）大串浩一郎，平川隆一，岸原信義，外尾一則，葛堅，大本照憲，（社）土木学会・流域管理と地域
計画の連携方策に関わる共同研究，「佐賀平野と他の流域における流域管理システムに関する比較
研究」 790千円

５）加（槻木）玲美，科学研究費，若手研究B（代表），「有明海湾奥部の冬季赤潮発生機構の解明に関
する研究」 900千円

微生物相研究部門

１）小林元太，科学研究費，萌芽（代表），「有明海人食いバクテリアの微生物学的性状解析および防
除法」 900千円
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２）小林元太，新エネルギー・産業技術総合開発機構　受託研究（代表），「微生物バイオを活用した
膜分離プロセス促進型アルコール生産技術の研究開発」 6,013千円

３）加藤富民雄，佐賀県地域産業支援センター　受託研究（研究統括），「有明海における調和型ノリ
養殖体系の確立とゼロエミッション型ノリ産業の創出」 17,487千円

４）小林元太，都市エリア産学官連携促進事業（可能性試験）受託研究（代表），「有明海由来の
GABA生産乳酸菌の分離と発酵生産」 1,500千円

食水系感染症研究部門

１）中島幹夫，平成19年度佐賀大学改革推進経費・学内重点配分経費， 「廃棄物無害化・再資源
化システムの構築に関する研究」 1,500千円

２）荒木和邦，平成19年度日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究C），「有明海における細菌感
染防止の為の抗体検査法確立」 1,900千円

３）大石浩隆，平成19年度日本学術振興会科学研究費補助金（萌芽研究），「地球観測衛星リモートセ
ンシング技術を応用した致死的感染症の予防」 1,300千円

地域文化・経済研究部門

１）藤永　豪，武田　淳，趙　慶萬，佐賀大学低平地研究センター平成19年度研究プロジェクト，（分
担），「日韓における低平地利用の比較-干潟資源・生業・採捕技術の経時的・文化的変容について
の研究-」300千円

３－５　学会賞等

環境物質動態研究部門

１）横山勝英・山本浩一，河川環境管理財団，平成19年度河川整備基金助成事業優秀成果「強混合型
の河川汽水域における底泥の洪水時フラッシュと剪断強度変化に関する調査実験」



４－１　学内外の委員等

荒牧　軍治

１）環境省有明海・八代海総合調査評価委員会委員　代表代行

２）環境省有明海・八代海総合調査評価小委員会　委員長

３）特定非営利活動法人有明海再生機構　副理事長

４）特定非営利活動法人有明海ぐるりんネット　理事長

５）有明海・八代海研究者会議

大串　浩一郎（環境モデル研究部門）

１）土木学会　水工学委員会委員

２）有明海再生機構　研究企画委員会委員

３）有明海再生機構　干潟分科会委員

４）有明海再生機構　生産分科会委員

５）有明海再生機構　陸域分科会委員

６）有明海再生機構　潮流解析研究会委員

７）環境省有明海・八代海総合調査推進業務　物理・モデル部門ワーキンググループ主担当者

山本　浩一（環境物質動態研究部門）

１）社団法人土木学会水工学委員会環境水理部会委員

２）有明海再生機構　陸域分科会委員

３）平成19年度有明海・八代海総合調査推進業務河川海域WG委員

４）第11回水環境学会ノンポイント汚染研究委員会ワークショップ実行委員長

原田　浩幸（環境物質動態研究部門）

１）第11回水環境学会ノンポイント汚染研究委員会ワークショップ実行委員

瀬口　昌洋（干潟底質環境研究部門）

１）九州地方整備局　有明海ガタ土と河口に関する調査検討委員会委員

２）九州地方整備局　泥質干潟再生手法検討調査委員会委員

３）九州地方整備局　有明・八代海海域環境評価検討委員会委員

４）九州地方整備局　有明海(三池港)干潟再生技術検討調査委員会委員

５）九州地方整備局　有明海(大浦)干潟再生技術検討調査委員会委員

６）日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査委員

７）熊本大学沿岸環境科学教育研究センター学外協力研究者

８）有明海再生機構　理事

９）有明海再生機構　干潟研究部会委員

10）有明海・八代海研究者会議　理事

11）特定非営利活動法人「みらい有明・不知火」理事

４　学会・社会活動（有明海に関連したもの）�
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速水　祐一（環境モデル研究部門）

１）日本陸水学会　和文誌編集委員

２）有明海再生機構　干潟分科会委員

３）有明海再生機構　生産分科会委員

４）有明海再生機構　潮流解析に関する勉強会メンバー

５）平成19年度有明海貧酸素水塊発生機構実証調査業務検討委員

６）平成19年度有明海貧酸素水塊発生シミュレーションモデル調査業務検討委員

７）平成19年度有明海・八代海総合調査推進業務河川・海域環境WG主担当

濱田　孝治（環境モデル研究部門）

１）日本船舶海洋工学会　東アジア海洋環境モデル研究委員会委員

柳田　晃良（微生物相研究部門）

１）（財）日本科学技術振興機構審査委員

２）（財）日本マーガリン協会トランス酸委員会委員

３）日本栄油食糧学会・九州沖縄支部長

４）日本油化学会・学術専門委員会委員長

５）日本肥満学会評議員

６）日本脂質栄養学会評議員

７）日本未病システム学会評議員

８）日本動脈硬化学会評議員

９）日本脂質生化学会幹事

10）佐賀大学産学官研究推進機構科学技術共同開発部門長

11）佐賀大学競争的資金対策室員

12）佐賀県産業支援センター評価委員

13）佐賀大学留学生センター委員

14）佐賀大学海洋エネルギー研究センター併任教授　

15）佐賀大学「健康長寿社会をめざした医食同源の科学的解明」研究総括責任者

16）Journal of Oleo Science 編集委員

17）Medical Science Monitor 編集委員

18）Lipids in Health & Nutrition 編集委員

中島　幹夫（食水系感染症研究部門）

１）日本集中治療医学会　評議員

２）日本蘇生学会　評議員
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４－２　研究会等の開催

コア研究１

コロキウム

第１回　５月25日（金） 担当：濱田孝治　
論文紹介　D.A. Greenberg, F. Dupont, F. H. Lyard, D. R. Lynch and F. E.
W erner(2007) : Resolution issues in numerical models of oceanic and

coastal circulation. Continental Shelf Research, 27, 1317-1343

第２回　６月１日（金） 担当：山口創一
論文紹介　Goh Onitsuka and Tetsuo Yanagi（2005）
Differences in Ecosystem Dynamics between the Northern and Southern

Parts of the Japan Sea : Analyses with Two Ecosystem Models

Journal of Oceanography, Vol.61, pp.415-433

第３回　６月15日（金） 担当：山本浩一　
論文紹介　P. Le Hir, Y. Monbet and F. Orvain, Sediment erodability in sediment
transport modelling: Can we account for biota effects?, Continental Shelf

Research, Volume 27, Issue 8, Natural Coastal Mechanisms - Flume and Field

Experiments on Links between Biology, Sediments and Flow, 1 May 2007, Pages

1116-1142.

第４回　６月22日（金） 担当：吉野健児
論文紹介　RD Seitz, RN Lipcius, NH Olmstead,
MS Seebo and DM Lambert (2006)

Influence of shallow-water habitats and shoreline development on

abundance, biomass, and diversity of benthic prey and predators in

Chesapeake Bay

Mar Ecol Prog Ser 326:11-27

第５回　6月29日（金） 担当：山本浩一
論文紹介続き　P. Le Hir, Y. Monbet and F. Orvain, Sediment erodability in sediment

transport modelling: Can we account for biota effects?, Continental Shelf

Research, Volume 27, Issue 8, Natural Coastal Mechanisms - Flume and Field

Experiments on Links between Biology, Sediments and Flow, 1 May 2007, Pages

1116-1142.

第６回　7月20日（金） 担当：平川隆一
感潮域モデルの設計について

第７回　7月27日（金） 担当：大串浩一郎
「リモートセンシング技術を応用した
ベニス潟湖の塩生湿地の分類について」
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第８回　８月10日（金） 担当：速水祐一
論文紹介　Organic carbon sources and sinks in San Francisco Bay: variability
induced by river flow

by A.D. Jassby, J.E. Cloern and T.M. Powell

MEPS, 95, 39-54 (1993)

第９回　8月24日（金） 担当：濱田孝治
底泥輸送モデルに関するレビュー
Notes on sediment transport modelings in ROMS (DRAFT version 4)

第10回　９月14日（金） 担当：山口創一　
論文紹介　Pulsed nutrient supply as a factor inducing phytoplankton diversity
by T. Yamamoto and G. Hatta

Ecological Modelling, 171, 247-270 (2004)

第11回　11月30日（金） 担当：山本浩一
論文紹介　In situ estimation of erosion and deposition thresholds by Acoustic
Doppler Velocimeter (ADV)

T.J. Andersen, J. Fredsoe, M. Pejrup

Estuarine, Coastal and Shelf Science 75 (2007) 327-336

第12回　12月7日（金）担当：吉野健児　
論文紹介　Kang C-K, Kim JB, Lee K-S, Kim JB, Lee P-Y, Hong J-S (2003)
Trophic importance of benthic microalgae to macrozoobenthos in coastal

bay systems in Korea: dual stable C and N istope analyses

Mar Ecol Prog Ser 259:79-92

コア研究２

食水系感染症研究部門

１）中島幹夫：「ビブリオ・バルニフィカス感染症」，日本感染症学会西日本地方会，2007年11月16日
２）中島幹夫：「有明海とビブリオ感染症」，大分麻酔懇話会，2007年3月15日

コア研究３

１）武田　淳：佐賀大学公開シンポジウム「循環型社会へ向けた食料生産・加工・消費システムの研
究・開発」〈平成18年度佐賀大学学長裁量経費事業成果報告〉，2007年10月20日，佐賀市・佐賀大
学農学部大講義室

２）五十嵐　勉，武田　淳：佐賀大学公開シンポジウム「干潟・湿地の保全と環境教育～谷津・藤
前・和白・鹿島・韓国での実践から考える～」，オーガナイザー・座長：五十嵐勉　基調講演：武田
淳，2007年11月10日，鹿島市

３）武田　淳：NPO法人有明海再生機構主催；第３回有明海講座，2007年11月17日，佐賀市・モラ
ージュホール二階



５　組織運営活動
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５－１　運営委員会

第１回　平成19年６月１日（書面回議）

・国立大学法人佐賀大学有明海総合研究プロジェクト再任審査委員会委員の選出について

第２回　平成19年８月27日

・教員の再任審査について

・平成18年度決算（案）について

・平成19年度予算　学内負担分（案）について

５－２　推進会議

第１回　平成19年５月22日

・外部評価への対応について

・平成19年度学長裁量経費について

・プロジェクト終了後の将来計画について

・平成19年度のプロジェクト年間計画について

第２回　平成19年8月27日（書面回議）

・客員研究員の受入れについて

・受託研究の受入れについて

第３回　平成19年11月15日

・平成19年度予算について

・受託研究の受入れについて

・オーバーヘッド経費（間接経費）について

・今後のスケジュールについて

第４回　平成20年１月17日

・平成21年度概算要求について

・外部評価委員の任期の更新について

・平成20年度非常勤研究員の雇用について

・平成20年度客員研究員の受入れについて

・平成19年度予算について

・今後のスケジュールについて
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５－３　事務局会議

第１回　平成19年５月１日　　　　　第２回　平成19年８月３日

第３回　平成19年10月18日　　　　　第４回　平成20年１月15日

５－４　刊行物・インターネットによる情報発信等

ニューズレター

有明海総合研究プロジェクトニュースレターNo.４（2007．４）

・平成18年度佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告会開催案内

・平成19年度ゆっつら～と街角大学「有明海特集」

・加藤治教授，友国勝麿教授退官報告

・有明海総合研究プロジェクト事務局移転のお知らせ

・新メンバー紹介

有明海総合研究プロジェクトニュースレターNo.５（2008．２）

・平成19年度佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告会開催案内

・有明海を取り巻く最近の状況

・環境省の有明海・八代海総合調査推進業務について

・「日本水環境学会ノンポイント汚染研究委員会公開シンポジウム」開催報告

・「有明海と環黄海」

・加（槻木）玲美非常勤研究員、田代幸寛非常勤研究員退職報告

成果報告集

・平成18年度佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告集発刊（2007．５）

ウェブページ

・佐賀大学公開シンポジウム「干潟・湿地の保全と環境教育～谷津・藤前・和白・鹿島・韓国での

実践から考える～」開催案内（2007. 11）

５－５　シンポジウム等の開催

１）2007年５月12日（土）に，佐賀大学理工学部6号館において，平成18年度有明海総合研究プロジ

ェクト成果公開シンポジウムを開催した。

２）2008年９月５日に，有明海総合研究プロジェクト環境物質動態研究部門が実行委員会となって水

環境学会ノンポイント汚染研究委員会公開シンポジウムを佐賀県青年会館にて開催した。（日本水環

境学会ノンポイント汚染研究委員会，佐賀県，福岡県，有明海再生機構との共催）。



６　設備（平成19年度に導入したもの）
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環境物質動態研究部門

１）小型メモリー式クロロフィル濁度計：濁度とクロロフィル蛍光を測定する装置．

２）超音波ホモジナイザー：超音波発振により細胞等を破砕する装置．

干潟底質環境研究部門

１）小型メモリークロロフィル濁度計：現場で海中のクロロフィルや濁度を連続測定し，データをメ

モリーに記憶しておく装置

２）レコーディングユニット：計測器からの多チャンネルデータをディジタルで記録する装置

３）放射収支計：純放射量を計測する装置

環境モデル研究部門

１）蛍光式酸素計：酸素消費を起こさず溶液中の溶存酸素濃度を測定可能な酸素計．

２）小型メモリーCSTD計：沿岸海域において，水温・電気伝導度（塩分）・濁度・クロロフィル蛍光

の鉛直プロファイルを任意のピッチで計測することができる装置．

３）高速演算サーバ：有明海数値モデル実行のために必要な速度，メモリ，H D Dを持つ計算機

食水系感染症研究部門

１）微量分光光度計：微量（1-2μL）溶液中のD N A濃度を測定可能な分光光度計．
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付録

佐賀大学有明海総合研究プロジェクト規則
（平成17年３月22日制定）
（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人佐賀大学規則（平成16年４月１日制定）第23条の２第２項の規定
に基づき，国立大学法人佐賀大学（以下「本学」という。）に置かれる佐賀大学有明海総合研究プロ
ジェクト（以下「有明海総合研究プロジェクト」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定
めるものとする。
（目的）
第２条　有明海総合研究プロジェクトは，有明海異変の原因解明と再生に向けた取組を実施するとと
もに，有明海沿岸域の持続的発展を可能にするための研究の拠点として事業を進めることを目的と
する。
（研究）
第３条　有明海総合研究プロジェクトに，前条に掲げる目的を達成するため，次の各号に掲げる研究
部門を置く。
(1) 環境物質動態研究部門
(2) 干潟底質環境研究部門
(3) 環境モデル研究部門
(4) 微生物相研究部門
(5) 食水系感染症研究部門
(6) 地域文化・経済研究部門

２　前項各号に規定する研究部門は，次の各号に掲げる研究を行う。
(1) 有明海湾奥部の泥干潟と海象に関する総合的研究
(2) 陸域と有明海に関する総合的研究
(3) 有明海域の食と健康に関する総合的研究
(4) その他有明海に関する研究
（職員）
第４条　有明海総合研究プロジェクトに，次の職員を置く。

(1) プロジェクト長
(2) 副プロジェクト長
(3) 専任の教員
(4) その他必要な職員
（研究担当者）
第５条　プロジェクトは，次の各号に掲げる者をもって研究に従事するものとする。

(1) 有明海総合研究プロジェクト専任の教員
(2) 本学の研究協力教員
(3) 本学以外の研究者
（プロジェクト長）
第６条　プロジェクト長は，本学の専任の教授のうちから学長が指名する。
２　プロジェクト長は，有明海総合研究プロジェクトの業務を掌理する。
３　プロジェクト長の任期は，２年とし，再任を妨げない。
４　プロジェクト長に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。
（副プロジェクト長）
第７条　副プロジェクト長は，本学の専任の教員をもって充てる。
２　副プロジェクト長は，プロジェクト長を補佐し，有明海総合研究プロジェクトの業務を整理する。
３　副プロジェクト長の任期は，２年とし，再任を妨げない。
４　副プロジェクト長に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。
（部門長）
第８条　各研究部門に研究部門長を置き，各研究部門に所属する本学の専任の教員をもって充てる。
２　研究部門長は，研究部門の業務を掌理する。
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（副プロジェクト長等の選考）
第９条　副プロジェクト長，専任の教員の選考は，第11条に定める運営委員会の議を経て，学長が
行う。
（研究成果の報告）
第10条　プロジェクト長は，年度ごとに，研究成果を取りまとめ，次条に定める運営委員会の議を経
て，速やかに学長に報告しなければならない。
（運営委員会）
第11条　有明海総合研究プロジェクトに，佐賀大学有明海総合研究プロジェクト運営委員会（以下
「運営委員会」という。）を置く。
２　運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。

(1) 有明海総合研究プロジェクトの管理運営に係る基本方針に関する事項
(2) 有明海総合研究プロジェクトの教員の人事に関する事項
(3) 有明海総合研究プロジェクトの施設及び設備に関する事項
(4) 有明海総合研究プロジェクトの研究成果に関する事項
(5) その他有明海総合研究プロジェクトの管理運営に関する重要事項
（組織）
第12条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。

(1) プロジェクト長
(2) 副プロジェクト長
(3) 各学部長
(4) 各研究部門長
(5) その他学長が指名した者　若干人
２　前項第５号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。
３　第１項第５号に掲げる委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。
（委員長）
第13条　運営委員会に委員長を置き，プロジェクト長をもって充てる。
２　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
３　委員長に事故があるときは，副プロジェクト長がその職務を代行する。
（議事）
第14条　運営委員会は，委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決することはできない。
２　運営委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決すると
ころによる。ただし，教員の人事に関する事項及び特に重要な事項については，出席した委員の３
分の２以上の賛成を必要とする。
（専門委員会等）
第15条　運営委員会は，専門的事項を審議するため，必要に応じ，専門委員会等を置くことができる。
（意見の聴取）
第16条　運営委員会は，必要に応じて，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことができる。
（事務）
第17条　有明海総合研究プロジェクト及び運営委員会の事務は，学術研究協力部研究協力課において
処理する。
（雑則）
第18条　この規則に定めるもののほか，運営委員会の議事の手続その他その運営に関し，必要な事項
は，運営委員会が定める。

附　則
１　この規則は，平成17年４月１日から施行する。
２　この規則の施行後最初に任命される副プロジェクト長については，佐賀大学有明海総合研究プロ
ジェクト設置準備委員会において選考された者をこの規則により任命されたものとみなす。

附　則（平成17年７月15日改正）
この規則は，平成17年７月15日から施行する。

附　則（平成18年６月23日改正）
この規則は，平成18年６月23日から施行する。
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佐賀大学有明海総合研究プロジェクト教員等選考規程
（平成17年８月12日制定）
（趣旨）
第１条　この規程は，国立大学法人佐賀大学教員人事の方針（平成16年４月１日制定）１の（４）及
び佐賀大学有明海総合研究プロジェクト規則（平成17年３月22日制定）第９条の規定に基づき，佐
賀大学有明海総合研究プロジェクト（以下「プロジェクト」という。）における教員の採用及び昇任
（以下「選考」という。）並びに研究員等の選考に関し，必要な事項を定めるものとする。
（教員の選考）
第２条　教員の選考は，佐賀大学有明海総合研究プロジェクト運営委員会（以下「運営委員会」とい
う。）の議に基づき，学長が行う。
（教員選考の原則）
第３条　教員の選考は，プロジェクトの理念・目標・将来構想に沿って行う。
２　教員の選考は，原則として，公募により行い，適任者が得られるように努力する。
（選考委員会の設置）
第４条　プロジェクト長は，教員を選考する必要があるときは，運営委員会の議を経て，選考委員会
を設置する。
２　選考委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。

(1) 運営委員会委員のうち互選により選出された者　３人
(2) 運営委員会委員長が必要と認めて指名した者　３人
（選考委員会委員長）
第５条　選考委員会に委員長を置き，委員の互選によって定める。
２　委員長は，選考委員会を招集し，その議長となる。
３　委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を代行する。
（選考委員会の議事等）
第６条　選考委員会は，原則として委員全員の出席がなければ，議事を開き，議決をすることができ
ない。
２　議事は，出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。
３　選考委員会が必要と認めた場合は，選考委員会に委員以外の者を出席させ，その意見を聴くこと
ができる。
（暫定候補者の選定）
第７条　選考委員会は，国立大学法人佐賀大学教員選考基準（平成16年４月１日制定）に基づき調査
選考の上，暫定候補者を定め，運営委員会に報告する。
２　教員の選考に当たって，選考委員会が必要と認めた場合は，他の関連学部及び学内共同教育研究
施設等の意見を聴くことができる。
（候補者の選定）
第８条　運営委員会は，前条第１項の報告に基づき，候補者を選定する。
（選考経過の報告）
第９条　プロジェクト長は，運営委員会において決定した候補者の氏名とその選考経過を資料を添え
て，学長に報告する。
（教員選考の経過及び結果の公表）
第10条　プロジェクト長は，応募者のプライバシーに配慮した上で，教員選考の経過及び結果を公表
する。
（非常勤研究員）
第11条　非常勤研究員の選定については，運営委員会が別に定める。
（雑則）
第12条　この規程に定めるもののほか，教員の選考等に関し，疑義等が生じたときは，運営委員会が
処理する。

附　則
１　この規程は，平成17年８月12日から施行する。
２　この規程施行の際，佐賀大学有明海総合研究プロジェクト教員選考内規（平成17年２月８日制定）
に基づき選考された者は，この規程に基づき選考されたものとみなす。
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３　佐賀大学有明海総合研究プロジェクト教員選考内規は，廃止する。

佐賀大学有明海総合研究プロジェクト副プロジェクト長選考規程
（平成17年８月12日制定）
（趣旨）
第１条　この規程は，国立大学法人佐賀大学規則（平成16年４月１日制定）第34条の２第３項及び佐
賀大学有明海総合研究プロジェクト規則（平成17年３月22日制定）第９条の規定に基づき，佐賀大
学有明海総合研究プロジェクト（以下「プロジェクト」という。）における副プロジェクト長の選考
に関し，必要な事項を定めるものとする。
（選考）
第２条　副プロジェクト長の選考は，有明海総合研究プロジェクト運営委員会（以下「運営委員会」
という。）の議に基づき，学長が行う。
（副プロジェクト長候補者の選定）
第３条　副プロジェクト長候補者の選定は，プロジェクト長の推薦に基づき，運営委員会で選定する。
（選考経過の報告）
第４条　プロジェクト長は，運営委員会において副プロジェクト長候補者を選定したときは，速やか
に学長に報告しなければならない。
（雑則）
第５条　この規程に定めるもののほか，副プロジェクト長の選考に関し，疑義が生じたときは，運営
委員会が処理する。

附　則
１　この規程は，平成17年８月12日から施行する。
２　この規程施行の際，佐賀大学有明海総合研究プロジェクト設置時におけるプロジェクト長及び副
プロジェクト長選考内規（平成17年３月７日制定）（以下，「内規」という。）に基づき選考された副
プロジェクト長は，この規程に基づき選考されたものとみなす。ただし，副プロジェクト長の任期
は，内規第２条第２項の規定にかかわらず，平成19年３月31日までとする。

佐賀大学有明海総合研究プロジェクト外部評価委員会規程
（平成18年２月28日制定）
（設置）
第１条　佐賀大学有明海総合研究プロジェクト（以下「有明海総合研究プロジェクト」という。）に，
学外の専門家による外部評価を実施するため，佐賀大学有明海総合研究プロジェクト外部評価委員
会（以下「委員会」という。）を置く。
（任務）
第２条　委員会は，有明海総合研究プロジェクトの外部評価に関する次の各号に掲げる事項を審議
する。
(1) 外部評価の具体的な項目等の策定に関すること。
(2) 外部評価の実施に関すること。
(3) 外部評価に関する報告書の作成及び公表に関すること。
(4) その他外部評価に関すること。
（委員会の組織）
第３条　委員会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

(1) 有明海総合研究プロジェクト規則第３条第１項に掲げる各部門に関連する研究分野の者
各１人以上

(2) その他外部評価にあたって委員長が必要と認めた者　若干人
（委員の任期）
第４条　委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員により補充された委員の任期は，前
任者の残余の期間とする。
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（委員長）
第５条　委員会に，委員長を置き，委員の互選により選出する。
２　委員長は委員会を招集し，その議長となる。
３　委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。
（議事）
第６条　委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開くことができない。
２　委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところ
による。
（委員以外の出席）
第７条　委員長が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，説明又は意見を聴くことがで
きる。
（外部評価結果の公表）
第８条　プロジェクト長は，外部評価を受けた場合は，報告書として公表するものとする。
（外部評価結果の対応）
第９条　プロジェクト長は，外部評価の結果に基づき，改善が必要と認められた事項については，そ
の改善に努めるものとする。
（雑則）
第10条　この規程に定めるもののほか，外部評価に関し必要な事項は，委員会が別に定める。

附　則
この規程は，平成18年２月28日から施行する。

国立大学法人佐賀大学有明海総合研究プロジェクトにおける教育職員の任期制の実施に係る再任審査
に関する内規
（平成19年３月22日制定）
（趣旨）
第１条　この内規は，国立大学法人佐賀大学教育職員の任期に関する規程（平成16年４月１日制定）
第４条の規定に基づき，有明海総合研究プロジェクト（以下「プロジェクト」という。）における教
育職員（以下「教員」という。）を再任する場合の必要な事項を定めるものとする。
（再任の審査及び決定）
第２条　教員の再任の審査は，プロジェクトで行い，再任の可否の決定は，学長が行うものとする。
２　前項に規定する審査は，プロジェクト長が有明海総合研究プロジェクト再任審査委員会（以下
「審査委員会」という。）を設置し，再任の審査を行い，審査委員会での審査結果に基づき，有明海
総合研究プロジェクト運営委員会（以下「運営委員会」という。）で審議の上，学長へ報告するもの
とする。
（再任の審査手続）
第３条　再任を申請する教員（以下「再任申請教員」という。）は，任期満了日の11月前までに，再任
審査申請書（別紙様式１）をプロジェクト長に提出するものとする。
２　プロジェクト長は再任審査申請書を受理した日から30日以内に審査委員会を開催し，審査を実施
するものとする。
３　審査委員会は，審査を実施するため，再任申請教員に業績報告書等の書類の提出を求めるものと
する。
４　審査委員会は，必要に応じ，再任申請教員の研究領域に関連する学内外の教育職員及び専門家等
に諮問並びに当該再任申請教員に説明を求めることができる。
５　審査委員会は，審査結果を運営委員会に報告するものとする。
６　運営委員会は，前項の報告に基づき審議し，審議結果を学長へ報告するものとする。
７　学長は，前項の報告に基づき，再任申請教員の任期満了日の６月前までに再任の可否を決定する
ものとする。
８　学長は，再任の可否の決定後直ちに，再任審査結果通知書（別紙様式２－１，別紙様式２－２）
により再任申請教員に通知するものとする。



－ 52 －

（審査項目及び審査基準）
第４条　審査項目及び審査基準は，別表１及び別表２のとおりとする。
（再任の再審査）
第５条　再任の可否の決定後，再任を否とされた再任申請教員で，その結果を不服とする者は，再任
審査結果通知書を受理した日から30日以内に，再任再審査請求書（別紙様式３）を学長に提出する
ことができる。
２　学長は，再任再審査請求書を受理後，プロジェクト長に，再任再審査の実施を依頼するものと
する。
３　プロジェクト長は，運営委員会委員のうち審査委員会委員と異なる委員５人により構成する再任
再審査委員会を設置する。
４　プロジェクト長は，学長から再任再審査実施を依頼された日から30日以内に再任再審査委員会を
開催し，再審査を実施するものとする。
５　再任再審査委員会は，再任再審査結果を運営委員会に報告する。
６　運営委員会は，前項の報告に基づき審議し，審議結果を学長へ報告するものとする。
７　学長は，前項の報告に基づき，再任再申請教員の再任の可否を決定するものとする。
８　学長は，再任の可否の決定後直ちに，再任再審査結果通知書（別紙様式４－１，別紙様式４－２）
により，再任再審査申請教員に通知するものとする。
９　再任再々審査は行わないものとする。

附　則
１　この内規は，平成19年４月１日から施行する。
２　この内規施行の際，施行日の前日に任期を定めて任用されていた助教授のうち，施行日に准教授
に任用される教員で当該任期が施行日後となる者に係る再任の審査における業績については，施行
日の前日に任期を定めて任用されていた助教授の任期中の業績を含むものとする。

国立大学法人佐賀大学有明海総合研究プロジェクト再任審査委員会要項
（平成19年３月22日制定）
（趣旨）
第１条　この要項は，国立大学法人佐賀大学有明海総合研究プロジェクトにおける教育職員の任期制
の実施に係る再任審査に関する内規（平成19年３月22日制定）第２条第２項の規定に基づき，有明
海総合研究プロジェクト再任審査委員会（以下「委員会」という。）に関し，必要な事項を定める。
（審議事項）
第２条　委員会は，次に掲げる事項を審議する。

(1) 教育職員の再任審査に関すること。
(2) その他教育職員の再任に関し，有明海総合研究プロジェクト長（以下「プロジェクト長」とい
う。）が必要と認めた事項に関すること。

（組織）
第３条　委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

(1) プロジェクト長
(2) 副プロジェクト長
(3) 有明海総合研究プロジェクト運営委員会委員若干人
２　前項第３号の委員は，有明海総合研究プロジェクト運営委員会の議を経てプロジェクト長が委嘱
する。
（任期）
第４条　前条第１項第３号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。
２　委員に欠員が生じた場合の補充の委員の任期は，前任者の残任期間とする。
（委員長）
第５条　委員会に，委員長を置き，プロジェクト長をもって充てる。
２　委員長は，委員会を招集し，その議長となる。
（議事）
第６条　委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ，議事を開き，議決することが出来ない。
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２　議事は，出席した委員の３分の２以上の賛成をもって決する。
（委員以外の者の出席）
第７条　委員長は，必要があると認めるときは，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くこと
ができる。
（事務）
第８条　委員会に関する事務は，学術研究協力部研究協力課において処理する。
（雑則）
第９条　この要項に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。

附則
この要項は，平成19年４月１日から施行する。






